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技術者の数
上段・東海北陸6県

下　段　・　全　国

聰

財団法人中部産業・労働政策研究会



表紙の数字

技術者の数

　　…・本誌の「データ編」参照のこと

　昭和60年に実施された国勢調査によれば全国の就業者は約5834万人でありこのうち

技術者であると回答した人は約3％の173万人であった。

　全国173万人の技術者のうち，東海・北陸6県（愛知・岐阜・三重・福井・石川・

富山）には約17万人の技術者が勤務をしており，この数は全国の約10％を占める。

　とりわけ愛知県は技術者の数が全国で東京，神奈川，大阪次いで第4番Eiの9万5

千人となっている。

　又，男女別でみた場合まだまだこの世界は男性中心で，全技術者173万人のうち女

性技術は約7万人と4％程度にすぎない。

表一1（技術者の数一東海・北陸）単位＝人　　表一2（技術者の数一全国10位）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝人

総　　　数 男　　　性 女　性

愛　知　県 95，339 92，124 3，215

岐　阜　県 17，308 16，889 419

三　重　県 18，339 17，830 509

福　井　県 9，240 9，036 204

石　川　県 12，920 12，500 420

富　山　県 14，873 14，256 617

以上6県計 168，019 162，635 5，384

全　国　計 1，729，536 1，659，091 70，445

　資料出所＝総務庁「国勢調査」昭和60年実施

　｛従業地による職業（中分類）｝より。

㊥但し，この分類は20％集計による推計値が公表され

　ており，実数ではない。

総　　数

東京都 404，970

神奈川県 173，239

大阪府 153，487

愛知県 95，339

兵庫県 64，996

北海道 63，422

埼玉県 58，479

福岡県 50，698

静岡県 49，782

広島県 40，040
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巻頭言

技術者の育成
（財）中部産業・労働政策研究会

理事長梅村志郎

　いま，世の中は技術者花形時代である。技

術者の雇用環境はかつてないほどの活況を呈

している。民間企業の中には，ほしい技術者

が確保できないためにやりたい事業ができず

にビジネスチャンスを逸しているところも多

いといわれている。

　わが国の景気は，かつての勢いは見られな

いものの依然として好調を持続している。こ

の景気を下支えしてきたのが個人消費と設備

投資，そして研究開発投資であるとされてい

る。その研究開発投資は昭和63年度の政府統

計によると，初めて10兆円の大台に乗り米国

につぐ世界第2位，GNP比率2．85％という

実績を示している。しかも研究投資総額の

80％が民間投資で占められている。

　戦後日本の企業は，物造りを中心に省エ

ネ，省資源，コストダウン，品質管理の向上

等のために優れた技術開発力を身につけ国際

的な競争力を獲得してきた。こうした現実に

対して外国からは基礎研究のただのりだとい

う批判がある。勿論ただのりではないことは

言うまでもない。しかし，わが国が長期的経

済発展の基盤を確保し技術立国として国際的

な貢献をしていくためには，開発技術ばかり

ではなく基礎研究分野も含めて研究開発に力

を入れなければならない状況である。

　この様に技術力の維持・拡大をはからなけ

ればならないという観点から，今日的な人材

不足問題は極めて由々しき問題といえる。

　ところで，理工系学生の「製造業ばなれ」

と構される現象が言われて久しい。こうした

現象が生まれたのは，製造業の魅力が低下し

たというだけではない。コンピューターを始

めとする新しい技術革新の進展に伴って製造

業以外においても理工系の人材が必要とさ

れ，絶対数の不足がおきているということで

あろう。

　こうした状況に加えて，企業に求められて

いる重要な点は，技術環境の変化への対応で

ある。それは，ハードウェア技術中心からソ

フトウェア技術，感性技術中心へと開発技術

の重点が移ってきていることへの対応である。

　ソフトウェア技術・感性技術は，消費者の

高次の欲求，たとえば豊かさを実感したい。

自分らしさを実感したい。遊び心を満足させ

たい。心の安らぎを求めたいといった欲求を

充足する技術といえる。成熟した社会に生き

る消費者は商品の単なる物理的な性能の良さ

だけを求めて買うわけではない。その商品を

通じて高次の欲求を満足させたいために買う

ようになってきているといえる。

　感性開発は，これまでのハードウェア技術

の主流であった知識と理論重視の論理型発想

による開発と異質のものである。事実に直接
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触れた実感の中から直接的に把握し，それに

よって想縁し，イメージする感覚が出発点に

なる。

　こうした新しい技術環境に対応するため企

業においては，人材の確保と共に技術者の教

育・育成が極めて重要な課題になってきてい

るといえる。

　しかも，新しい技術環境に対応した教育・

育成は，単純にこれまでの集合教育や人事考

課などのやり方の延長線で考えたものを充実

・ 強化するだけでは効果が得られるものでは

ない。

　これからの時代，技術者も単に企業人とし

てだけでなく，生活者の顔を備えていなけれ

ば，消費者が本当に欲している商品が実感と

して浮かんでこないと言えよう。生活の実態

を知らない，生活の匂いの全く消えてしまっ

た企業内に閉じこもった技術者には，消費者

の求める商品の開発はできないということで

ある。

　そこで重視されるのが仕事以外のことにも

時間を使える「ゆとり」である。これが新た

な創造の源泉となる。

　創造力の重要性は，決して無視されている

わけではない。ゆとり創造のために多くの企

業が新しい制度づくりに取り組んでいる。

　ここ数年でさまざまな制度が導入された。

　しかし，最も肝心な点が欠けていることも

否定できない。それは従業員が仕事・家庭・

地域のバランスの上に立つ存在であることを

組織としてどう認め，確立していくかという

点である。

　企業で働く従業員はさまざまな顔をもって

いる。仕事に打ち込む企業人としての顔，子

供の教育に頭を悩ます家庭人としての顔，地

域の世話役を渋々ながらも引き受ける社会人

としての顔をもっている。こうした企業人で

あり，家庭人であり社会人でもある存在を，

組織として受け入れ生かす制度や仕組み，わ

けてもこうした存在を認める「雰囲気」「風

土」が用意されなければならない。

　ここ数年，日本の企業は新しい経営理念や

経営戦略を打ち出し，企業イメージの高揚や

活力ある社内風七づくりをめざした自己革新

を進めている。しかし，「良き企業人は，良き

家庭人・社会人であることが必要である。」

ということを改革の柱に据えている企業は少

ない。

　また，連合を中心とした労働組合の活動に

おいても，社会の仕組みをより一層消費者・

生活者中心に組み変えるたあの主張や活動が

進められている。が，しかし個別企業の労使

関係において自らを「勤労者であり消費者の

集団である」と位置づけ，これを労使間の共

通認識・価値観として社内のあらゆる面で定

着させ実践している組合は数少ない。

　企業が社会から尊敬される良き企業市民に

変革するためには，「良き企業人であるため

には良き社会人でなければならない」という

企業文化を構築することではないだろうか。

　時代が求めている新しい技術者像も，こう

した企業文化のもとではじめて育ぐくまれる

といえる。このことをあいまいにしたまま

で，技術者の教育・育成に励んでも，それは

付け焼刃でしかない。
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発　言1

わが国産業における
　　　　　　技術及び技術者

一90年代にはなにが必要か一

日本ILO協会理事
労働評論家　矢加部　勝美

　わが国産業・経済の飛躍的発展も国民生活

の水準向上も，技術革新（イノベーション）

なしには，全く不可能だったのは，戦後史の

立証するとおりである。

　高度成長（1950～60年代）はもとより，石

油危機（73年）に始まるME化と　「軽薄短

小」への移行にしても，そうである。ニュー

・ イノベーションを欠いた安定成長は，まず

考えられなかった。この間，家庭電化を基軸

に，「三種の神器」や「3C」に象徴される生

活近代化も進んだのである。

　当然のことながら，新技術の展開に伴い，

わが国では技術者が顕著に増大している。

1955年から65年までの10年間に，理工系大卒

は2倍になった。ついで1986年に，研究・開

発部門で働く日本の技術系従業員は，労働人

口1万人当たりで67人に達している。これは

同年のアメリカの66人を，わずかとは言え上

回るのである。

　しかし，戦後の技術展開は，けっして一本

調子ではなかった。60年代から70，80，90年

代と区切って考察しても，同じ延長線上どこ

ろか，ときには逆流に似た変動さえ示してい

る。それが国民の価値観や世界観にも，影響

を与えた。

　60年代までの科学万能主義に対しては，70

年代初めのローマクラブ宣言で分かるよう

に，地球環境に立脚した警報が発せられ，国

際的注目をひいている。

　その反面，省資源を意識した70年代を経

て，わが国では「技術復権」の傾向も目立っ

てきた。製造業就業者の比率を，70年と89年

で対比すると，27％から24％に減じてはいる

が，就業者数では200万人強の増加を示した

のである。

　アメリカとは対照的に，わが国の国際的競

争力が80年代になって，格段に強化される突

破口となったのも，これら製造業を中心とす

る第2次産業の新たな発展に負うところが多

い。同時に，海外先進国からの，永年にわた

る技術導入時代とは決別して，自主・独創性

に力点を置くべき「技術立国」の新時代を迎

えたのである。

　しかし，それにしても，マスプロ・画一生

産時代の再来は，ありえないだけでなく，M

E化の推進力たるコンピューターの性能にし
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ても，ハード面以ヒにソフトウェアの精密化

と高度化に，依存するようになった。そこか

ら世界的大勢として，90年代半ば以降，高度

情報化時代が本格化するのは，必至という観

測が出ている。

　アメリカの第3次産業就業者が75％（89

年）に達したのに比べ，わが国が58％（同

上）を占めるのは，偶然とは考えにくい。そ

れに第3次産業のウェイトが客観的に上り，

経済のサービス化が進むことと関連して，製

造業そのものも経営・生産・管理各般を通

じ，第3次産業と共通するファクターが，増

大したことは明白である。それはまた第3次

産業への，ソフトウェアを毛とする新技術の

進出でもあるが，この分野におけるわが国の

国際競争力は，まだ強くない。

　90年代を迎え，わが国では金融・証券ス

キャソダルが表面化した、それは第3次産業

にぞくするという意味で，別個の検証を必要

とするが，併せて利益供与を受けた主たる対

象は，製造業であることも，見逃せないと言

える。のみならず，そこから生じた経営責任

の明確化と企業倫理の確立という不可欠の

テーゼは，これからのわが国の新技術展開

に，徹底して生かすことが望ましい。言いか

えると人間尊重及び生活向上を，射程に入れ

ないイノベーションでは，もはや90年代を乗

り切れないことを，知るべきだろう。

　技術発巖を図るには，たえず研究と開発の

両部門を，整備・強化しなければならない。

ましてや自主・独創性が必要であればあるほ

ど，企業ではこの対応をなおざりにできない

のである。

　口本生産性本部が実施した日本と米・英・

独各国との，技術者に関する「キャリア・能

力開発」の調査で見ると，日本の技術者の方

が「不満」をきわ立たせているのは，次の諸

項目になっている。

　それは「自主研究時間が取れない」「（企業

の）研究スケジュールが厳しい」「能力開発

の機会不足」「成果発表の自由度が少ない」

「労働時間が長過ぎる」「有給休暇が取り難

い」などである。帰するところ，自主・独創

性ある成果を求められているにしては，技術

者に「ゆとり」と「自由」が欠如していると

いわざるをえない。

　それに英国では「労働組合加入」に関し，

「利点なし」と答えた技術者が「42．3％」な

のに，日本は「54．2％」になっていて，より

高率なのも考えさせられる。労組の技術者対

策は，不十分なのである。

　同じ技術部門でも，研究職は40歳ぐらいま

でが最も好調だが，開発業務なら高齢の技術

者にも適するので，年齢別に区分した処遇を

とっているという企業もなくはない。近年の

調査では，技術者だけに独自の人事考課を実

施している事例は見当たらないが，技術者専

門の人事管理スタッフと機構を，もっと充実

させる必要性は，確かに検討に価するように

思われる。

　　　　　　　　【（財）中部産政研　顧問】

〔執筆者紹介〕…矢加部勝美（やかべ　かっみ）

略歴

　関西学院大（社会学）卒。毎日新聞記者（昭13

　年）となり，戦後，労働問題を担当。労働評論

　家（昭26年）に転じ，現在に至る。この間，東

　海大学教授，日本工業新聞論説委員などを兼

　ね，現在も日本労働ペンクラブ代表，日本労働

　研究所長，日本II．0協会理事。
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自動車産業と

　　　　　　技術・技術者

法政大学経営学部

教授下川浩一

　近年の構造的な労働力不足と他方における

情報ハイテク産業化の進展は，自動車産業の

あり方にも大きな変革をもたらそうとしてい

る。これまでの日本の自動車産業はその強固

な国際競争力の基盤を現場の熟練の集積にも

とつく製造技術と生産技術におき，そのこと

を基軸としながらフレキシブルな物づくりを

一つの合言葉に，近年においてはその迅速か

つ効率的な開発力においても目覚しい発展を

遂げてきた。しかしながらすでに始まりつつ

ある構造的な労働力不足は，これまでと同じ

やり方の延長線上で今日まで保持されてきた

日本の自動車産業の技術上の比較優位に大き

な問題を投げかけている。この構造的労働力

不足は一時的には外国人労働者や季間工に

よって代替することにより何とかしのげるか

もしれないし，若者の製造業離れも，時間短

縮や厚生施設の充実である程度はつなぎ止め

ることができるかもしれない。しかし現在焦

眉の問題となりつつある労働時間の短縮にし

ても，かなり思い切った自動化をやらなけれ

ば実現できないことは自明であり，そのこと

自体は現在の情報ハイテク革命の中で一定の

設備投資さえ覚悟すればできないことではな

いであろう。

　しかしながら自動車産業を今後ますます若

者にとって魅力のある産業としていくために

は，これまでの日本の製造技術と生産技術に

おける優位性のすぐれた点を残しつつも，今

後ますます発展する情報ハイテク革命と斬新

なアイデアで勝負する製品技術と結合する新

しい技術のコンセプトと哲学をつくり出し，

そのような新しい技術コンセプトの下でより

創造的に活動できる新しい技術者像をつくり

出していかなくてはならない。

　このことを正しく理解するためには自動車

技術の性格とそこでの技術者の役割がアメリ

カと日本でどう違って来たかという歴史的経

過をまず理解してかかる必要があるであろう。

今日アメリカの自動車メーカーではなかなか

いいエンジニアの人材が集まらなくなってい

るという。その理由はいろいろあるが，これ

からの自動車技術には工場の自動化はもとよ

り環境問題や新動力への対応など挑戦的課題

が存在するにもかかわらず，そのことが十分

理解されず，自動車技術というものがIHi界中

どこにもある大量生産技術のきまりきったパ

ターンの枠をはめられたもので魅力的な分野

ではないとする認識が広がっているからであ

る。とくに工場のエンジニアはその絶対数が

不足しているのに応募者が決定的に不足して

いるという。このようなアメリカの実情は，
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労働力不足や3K離れが今後続くといわれる

日本でも今後は決して他人事ではすまされな

い問題である。

　自動車技術には欧州の伝統的車づくりにみ

られるようなクラフトマンシップ的要素もあ

るが，基本的には大量生産技術であることに

アメリカも日本も変わりはない。しかしなが

ら同じ大量生産技術であっても硬直的なス

ケールメリヅトだけを追求する大量生産と，

現場主義に立脚し現場の熟練に一体となって

設計変更やモデルチェンジ，現場での品質保

証を組み込んだフレキシブルな大量生産とで

は形は似ていてもその技術の内容が大きく

違ったものとなってきていた。前者の道を歩

んだアメリカは，一部のエリート集団だけで

生産技術と品質問題を管理し，そのために現

場の実際の変化や異常事態に対する対応能力

がおくれ，管理のエンジニアと現場が遊離す

る傾向を4，んだ。またそれだけでなく開発と

生産のエンジニアの問にも大きな溝が生じ，

現場の実態を知らない設計のエンジニアが設

計する車は，新車の切り換えや立ち上りに大

きな時間的ロスを生むようになった。このよ

うな点は最近かなり反省が生まれてきてはい

るが，長い歴史的に形成されたかかる技術シ

ステムからの脱却はなかなか容易でなく，自

動車技術そのものにも何となく魅力のない印

象を与えてしまっている。日本ではこれとは

違った道が自動車技術の分野で展開され，現

場技術と生産技術の結合と，現場と一体と

なったエンジニアの活動が定着し，また開発

のエンジニアもその内部でのチームワークと

相まって生産現場と密着した活動を展開する

に至っている。

　これからの日本の自動車産業では，労働力

不足といわゆる若者の3K離れを克服するた

めにかなり思い切った省人化のための自動化

や開発技術の分野でもより創造的な夢を与え

る試みが進行しなくてはならない。その過程

において高度化したロボヅトやセンサー，A

I（人工知能）の活用，コンピュータを駆使
　　　　　　
した統合的CIMによるトータルジャストイ

ンタイムシステムなどが次々と活用され，開

発，生産，販売を結ぶ企業活動の全プPセス

的同期化も進められていくことになる。その

過程で例えば生産システムにおけるエキス

パートシステムーつをとっても専門家の独善

でこれを運用するだけでなく，現場の技能や

判断力をソフトとしてきちんと移転できる努

力が必要不可欠である。そのためにも労働時

間の短縮や3Kの否定的側面を払拭しつつ，

魅力ある現場づくりとそこで形成されるメン

テナンスを含む現場技術に立脚したハイテク

合理化とこれを結合できるより創造的な夢を

いつもテーマとして共有できる開発技術体制

の構築が強く求められるであろう。

　　　　　　　　　【（財）中部産政研　顧問】

※CIM（Computer　integrated　manufacturing）

　シ　ム（コンピューターによる総合生産，共通のデー

　　　タベースに基づき，計画・設計・製造を統合的
　　　に管理・実施すること）

〔執筆者紹介〕…下川浩一（しもかわ　こういち）

経歴

　1930年　東京生まれ

　1962年　九州大学大学院博±課程修了，明治大

　学，立教大学，金沢大学など非常勤講師，富山

　大学助教授を経て法政大学教授

　専攻アメリカ経営史（特に自動車産業史）

　マーケティング発達研究史，日米比較経営論

主な著者

　「米国自動車産業経営史研究」「クライスラー」

　「フォード」（いずれも東洋経済新報社）

　「アメリカ自動車女明と日本」（文眞堂）

　「自動車産業脱成熟時代」（有斐閣）

　「自動車」（日本経済新聞社）

　「日本の企業発展史」（講談社），その他多数
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蔑

日本の技術水準と

　　　　　　技術者について
舞

日本電気株式会社

特別顧問植之原　道行

　日本が経済大国化するにつれて，日米貿易

摩擦は先端技術摩擦へと先鋭化してきた。日

本は欧米の物真似をして市場を荒している。

研究開発にただ乗りして実用化だけに注力し

て科学技術の進歩に貢献していないと非難さ

れてきた。日本で基礎研究をやっているのは

企業の研究所であって，大学は研究をしてい

ない。日本からは企業の技術者も含めて沢山

アメリカの大学に留学し，研究の成果を学ん

で帰り，それを実用化に生かしている。アメ

リカの学生は日本の大学で学んでも何等得る

ものがないので，企業の研究所に留学させう

とも要求されてきた。

　アメリカ側の批判や要求には誤解もあり矛

盾もある。アメリカ側が言っている基礎研究

は産業技術の基礎研究である。物真似だけし

ていて研究開発にただ乗りしていると言いな

がら，企業には学ぶものが一杯あるというの

はどういうことだろうか。日本人には創造性

がないと，日本人でも本気で思っている人も

少なくない。日本も，非難され自己反省して

いる以上に木当は科学技術の進歩に貢献して

きているのである。

　日本が未だ開発途上国であった戦前でも，

素晴らしい発明発見をしている。残念ながら

当時の日本市場も産業も，それらを実用化し

事業化するニーズがなく，外国で開発された

ものを再輸入しているので，外国では日本の

発明と認識されていないものが多い。戦後は

殆ど全滅した産業を復興し，一刻も早く欧米

に追いつき，豊かな日本にするために，それ

こそ世界に知識を求めて奮闘してきたのが，

つい10年前迄の姿であった。

　画期的な技術革新よりは，先ずは復興のた

め，市場のニーズに応えるために必要な技術

は，経済的にも技術的にも格段のひらきが

あったアメリカに，先行指標の大部分は存在

した。戦前，戦中に，国策として特許を申請

することを抑制された各企業は，技術を持ち

ながら，10年間自動的に延長された連合国の

特許権のために，技術導入を強要された例も

数多い。軍用機や電波兵器の研究開発に従事

していた多くの優秀な技術者が，戦後の多く

の制約の中で，生活用品の設計，生産から築

き上げてきたのが今日の日本の技術である。

　日本が基礎技術ではめぼしい貢献はない

が，産業技術，特に生産技術に強いと言われ

るのは，日本市場の厳しいニーズに応えるた

めに激烈な競争下で磨きあげられてきた応用

技術があるからである。より高品質で，より
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小さく，より安価に生産する技術は，小さな

改良改善の積み上げに見えるかもしれない。

しかし先端技術の大衆化という見地からは，

大変な技術革新が含まれている。近代科学技

術は社会の福祉に充分に貢献していないと批

判されている中で，日本の技術開発は批判に

答えられるモデルを創造してきたと思ってい

る。

　科学も技術も大衆との接点となる製品に応

用されなければ，小数の専門家のみに貢献す

る知識に過ぎない。現在の自動車は，老若男

女，身障者でも利用できるほど大衆化した。

技術はかなり進歩したと言えるが，未だ問題

が多く残されている。コンピュータなどの情

報技術は，未だユーザーに不親切であり，技

術は未熟である。

　技術の進歩を論ずる時，通常ノーベル賞や

学会で表彰されるような大発見や大発明を対

照として論じられている。しかしこれらの成

果は，新技術を創造，進歩させるきっかけを

造ったに過ぎない。社会に役立つ技術として

大衆化するには，あらゆる専門分野の莫大な

数の人々の努力と協力が不可欠である。製品

として生産して市場に提供しないかぎり，社

会に直接貢献することはできない。製造業が

弱体化したら，社会の経済も，研究開発もお

かしくなる。この事実は，欧米の歴史に明白

に実証されている。

　日本の産業がここまで発展してきたのは，

日本の技術だけでなく労働者も優秀であった

からである。一を聞いて十を知ると言うが，

そのためには基礎学力があり創造力があるこ

とが必要である。戦後の苦しい時代から，基

礎研究者としても優れた人が，労働者と一体

になって協力して売れる製品を開発し生産し

てきた事実は，大衆化技術の創造に最も重要

な群の創造に優れた素質を持っていることを

実証してきた。技術が高度化し複雑化し，し

かも高品質と高信頼性が製品に要求される

と，群の創造は不可欠なものである。

　日本人にはよい製品は造れるが，独創性は

ないのではないかとよく言われる。非常識と

も思われる独創性を持った人は日本にもたく

さん居る。世の中がゆとりを持てるようにな

ると，個の独創を育てる余裕もできてくる。

荒削りの概念も発表しやすくなる。貧しかっ

た時代は，新しい発明を開発する資金も，非

常識と思われる概念や理論を聞くゆとりがな

かった。これからは，群の創造とともに個の

独創を発揮しやすい環境を整える時であろう。

〔執筆者紹介〕・・植之原　道行

　　　　　　　　　（うえのはら　みちゆき）

経歴

　1925年生まれ

　1949年　日本大学工学部電気工学科卒業。

　1956年　オハイオ州立大学大学院博士課程（電

　気）卒業。

　1957年　ベル電話研究所入社。

　1967年　日本電気㈱入社，中央研究所電子デバ

　イス部長，中央研究所長，同社専務取締役，副

　社長を経て，1989年同社特別顧問。PHD（オ

　ハイオ州立大学），工学博士（東北大学）。

主な著者

　「マイクロ波半導体デバイス」（コロナ社）

　「体験的研究開発論」（工業調査会）

　「Advances　in　Microwave」（Academic　Press）

生活信条

　「努力，人に迷惑をかけない」
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技術者の働きがいと
　　　　　　　　　　　　活かし方

東京学芸大学教育学部

助教授　今野浩一郎

先端に立つ技術者の職業的不安定性

　技術者にとどまらず，職業人にとって「能

力を高め，より高度な仕事をなしとげること

によって，地位と報酬を向上させること」が

働きがいの源泉である。しかし，技術者が企

業内技術者である限り，「高めるべき能力」

も，「なしとげるべき高度な仕事」も経営環

境に左右され，職業的生涯はつねに不安定な

ものになる。

　どの分野でも，この不安定さはつきまとう

が，技術者の場合とくに強いように思える。

第一に事業分野が変化することによって，企

業が必要とする技術が大きく変わることは珍

しくない。それに加えて技術の変化が速く，

技術的な知識や能力の陳腐化が進む恐れは大

きい。さらに日本が「技術開発の先進国」に

なったことが，技術者の不安定性を一層強め

ている。

　欧米先進国のモデルを追いかけている時代

には，技術者にとって将来の技術の方向は明

確であった。しかし「技術開発の先進国」と

なった今日，彼らは技術開発の世界の先端に

立っている。そこでは世界の技術者たちが新

しい技術を開発するために多様な努力をして

おり，技術のトレンドがどちらに向いている

かが極めて不透明である。したがって，技術

者が現在懸命に取り組んでいる方向が，将来

の主要なトレンドからはずれているかもしれ

ないリスクは大きい。

　そうなると，「開発すべき能力は何か」「取

り組むべき技術的課題は何か」をIE確に判断

することが難しいことになり，技術者の職業

的生涯を不安定なものにする。

変わらざるを得ない職業的キャリア

　以上の技術的条件の変化に加えて，人事的

な面からも技術者の職業的生涯は変わろうと

している。毎年，千名にものぼる技術者を新

規採用している大手電機メーカが象徴してい

るように，わが国はすでに技術者大量供給時

代に入っている。

　歴史的にみると，団塊の世代に合わせて

1970年前後から大学の理工学部の卒業生が急

増しているので，わが国は技術者大量供給時

代をすでに20年経験していることになる。こ

の間に技術者が企業内に厚くたい積し，大量

供給時代の第一期生である団塊の世代は，こ

れまでの常識からすれば管理職に当然ついて

いい40歳代に入ってきている。

一 10一



　技術者の人たちは，他のホワイトカラー職

種と同じように管理職へとつながる「安定的

なキャリア」を享受していたが，ここにきて

それを維持することが不可能になってきてい

る。従来型のこの「安定的なキャリア」は技

術者小量供給時代に形成された仕組みであ

り，したがって団塊の世代を先頭とする大量

供給時代の技術者たちが管理職年齢に達する

に伴ない，それは当然のことながら崩壊して

いく。

　しかし，ここで深刻な問題は，技術者の働

きがいも働く意欲も，この「安定的なキャリ

ア」を前提に形成されてきたことである，し

たがって「安定的なキャリア」が崩壊すれ

ば，働きがいや働く意欲を生みだす源泉を失

うことになり，従来型に代る新しいキャリア

・パターンを作り上げることが急務の課題と

なる。

日本の報酬構造の特徴と限界

　現在，われわれが取り組んでいる日本，米

国，ドイツ，英国の国際調査の結果をみると

（詳細については，日本生産性本部から出版

されている『日本の技術者・英国の技術者』，

r日本の技術者・ドイツの技術者』，r日本の

技術者・米国の技術者』を参照してほしい），

広い意味の口本企業の報酬構造には，つぎの

ような特徴がみられる。

　技術者の研究開発の成果に対して金銭的な

報酬や昇進で応えるという，分かりやすい報

酬構造をもつのが欧米3ケ国である。それに

対して日本の報酬体系は，金と地位に加え

て，仕事や能力開発の機会で応えるという複

雑な構造を示している。「いい仕事をすると

よりいい仕事に配置し，より良好な能力開発

の機会を与え，それを通して能力を高め再び

いい仕事ができる条件を得ることができる」

というのが，日本流の報酬構造の特徴といえ

そうである。

　しかし，こうした仕事の配分と能力開発の

機会を重視する仕組みは，前述の「安定的な

キャリアの仕組み」を前提としていないであ

ろうか。これには幾つかの側面がある。第一

に金や地位の報酬に相対的に重きを置かない

で済んだのは，長期的にみて技術者にそれら

を安定的に保障できたからではないのか。

「安定的キャリア」の崩壊の中で保障できな

くなった時に，「今，すぐには与えないが，い

い仕事をしていれば，そのうち金とポストは

ついてくるよ」という理屈がどれほどの説得

力を持ち続けられるのか。

　第2に「安定的なキャリア」の仕組みは，

技術者の大量供給の時代の中では，「業績を

あげた技術者にはいい仕事を与える」とい

う，能力主義的な仕事の配分と人員配置のシ

ステムを大きく制約することにならないのか。

技術者の中高齢化が進んでいるにもかかわら

ず，後輩の技術者のリーダの下に先輩を配置

するという，いわゆる逆転人事型の人員配置

が難しいという現実は，このことをよく示し

ている。

技術者は何を求めているのか

　こうした中で，日本の技術者が求める報酬

構造は欧米型と大きく異なる。欧米の技術者

は現状追認型であるが，日本は第一に金銭的

報酬の比重を高めることを強く求めている。

「安定的キャリア」の枠組みの下で，長期に

業績と報酬を精算するというシステムを変

え，もう少し短期にギブ・アンド・テイクが

成立するような報酬体系にしてもらいたいと

いうわけである。
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　もう一つの特徴は，能力開発の機会を重視

する方向に変えてほしいという要望が強いこ

とである。彼らがすでに「安定的キャリア」

の崩壊を認識していること，それにもかかわ

らず企業内技術者として生き続けようとして

いることを前提にすると，能力開発に対する

強い要望は，つぎのように理解できよう。

　商品のライフサイクルの短縮化の中で，技

術者は開発スケジュールに追われ忙しく働い

ている。他方，技術の変化は激しい。このよ

うな環境の中で，技術者が職業的キャリアに

ついても，技術的な能力についても，自分が

現在どのようなポジションに立っているの

か，また将来どのようなポジションに立つこ

とになるのかを確認することが難しくなって

いる。

　このような不安を強く持つ技術者たちは，

つねに現在の自分の位置を確かめつつ能力を

広く開発し，仕事と技術の変化への対応力を

強化し，職業的キャリアの展望を開こうとし

ているのではないであろうか。企業間の流動

化を考えるのであれば，現在の能力と知識を

活かせる他の会社に移動することで解決され

るかもしれないキャリアの問題を，日本の技

術者は能力を開発することで解決しようとし

ているように思える。

技術者を活かすポイント

　このようにみてくると，今後，技術者が活

き活きと働ける職場を作るには，少くとも二

つのポイントが考慮されねばならないだろう。

第一のポイントは，専門スタヅフとしての技

術者を適正に評価し，処遇する人事の仕組み

を作ることである。

　日本の人事管理は，「役職中心の管理シス

テム」であり，役職以外の専門スタッフをい

かに活かすかを考えた経験がないのではない

か。技術者の大量供給と「安定的キャリアの

崩壊」に加えて，現在の日本の研究開発が優

秀な専門スタッフを必要としていることにも

注意してほしい。管理者があるプロジェクト

を組織化したとしよう。技術が高度化し，か

つ新製品開発が多様な技術の産物であるとい

う今日の状況を考えると，管理者の専門分野

以外の専門スタッフが，あるいは管理者より

技術的能力の優れた専門スタッフが必要とな

る場合が多くなろう。

　このような状況を考えると，専門スタッフ

のための人事制度を創りあげることは大変重

要な課題になる。さもないと専門スタッフと

しての技術者は，将来の目標をもてないまま

に不安定な職業的生涯を送ることになろう。

　第二のポイントは能力開発の新しい仕組み

を考えることである。技術者のための専門教

育の体系を企業が整備することも大切である

が，同時に，技術者自身が将来のキャリアを

考え，それに沿って社内外の教育機会を自分

で選択できる余裕と仕組みを作りあげること

が不可欠である。

　その際，狭い領域をひたすら堀り続けるよ

うな能力開発でなく，周辺の多様な分野に挑

戦し，マルチ型の専門技術者になるように能

力を開発していくことが望ましい。さもない

と，いかに熱心に教育に取り組んでも，自分

の位置を確認し，変動の激しい事業分野と技

術に対応できる「力強い技術者」に育つこと

はできない。

　技術者自身も，上司あるいは人事部門も，

こうした点に十分注意を払い，新しい能力開

発のシステムを構築してもらいたいものであ

る。
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〔執筆者紹介〕…今野　浩一郎

　　　　　　　　　　（いまの　こういちろう）

略歴

　　昭和21年生まれ。昭和46年東京工業大学理工

　学部経営工学科卒業。昭和48年東京工業大学大

　学院理工学研究科修士課程修了。昭和48年神奈

　川大学工学部工業経営学科助手。昭和55年東京

　学芸大学教育学部講師。昭和57年東京学芸大学

　教育学部助教授。昭和59年から60年まで京都大

　学経済研究所助教授の併任。

　　専攻　経営工学

最近の主な著書

　①r研究開発技術者のキャリアと能力開発』

　（日本生産性本部，1989年）

　②rソフトウェア産業と経営』（東洋経済新報

　社，1990年）

　③Managing　lnnovative　lndustrial　Researc－

　h－The　State　of　Personnel　Administration　and

　R＆DManagement　in　Japan’s　Manufacturing

　Industry，　Japan　Productlvity　Center，1990

　④『日系企業の経営と人事戦略一アジアの事

　例』（日本労働研究機i構，1990年）

　⑤r日系企業の経営と人事管理一ヨーPッパ
　の事例』（日本労働研究機構，1991年）

　⑥『英国の技術者・日本の技術者』（日本生産

　性本部，1990年）

　⑦rこういう組織が技術者を活かす』（日本実

　業出版，1991年）

　⑧『ドイツの技術者・日本の技術者』（日本生

　産性本部，1991年）

　⑨『米国の技術者・日本の技術者』（日本生産

　性本部，1991年）

　⑩r大卒ホワイトカラーの人材開発』（東洋経

　済新報社，1991年）

共著

　①r労働調査論一フィールドから学ぶ』（日本

　労働協会，1989年）

　②rアジアの工業化と技術移転』（アジア経済

　研究所，1990年）

論文

　①「外国人社員の活用と処遇」

　　（口本労働協会雑誌，1989年6月号，PP．44～49）

　②「新しい「人づくり」協力の戦略」

　　（ESP，1991年3月号，PP．22～26）

　③「「人つくり協力」を援助の柱にせよ」

　　（国際政治，平成13号，平成3年，PP．48～56）
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人間の欲望を可能にするのは技術者

一 技術者の魅力について大いに語る一

　　「学生の製造業離れ」が世間で言われるようになって久しい。各企業も技術者の確保に

は依然困難な状況にあると聞く。しかし，日本の今日の繁栄を作り上げて来たのは「技術

者」を中心とした「製造業」や「周辺産業」のガンバリであるし，これからもこの繁栄を

維持・拡大させていくためには，この「技術者」を中心としたガンバリなくしては難しい

と思われる。また彼らがガンバレる企業の風土作りや制度の充実も欠かせないと考えられ

る。

　そこで今回は，こうした状況の中にあって最も中心的な役割を果しておられる，各企業

の技術部門の部長クラスの皆さんにお集まりいただき「技術者の魅力，働きがいの今後に

ついて」語っていただいた。

翻
’糊

擁

諏

〈略　歴〉

滝　澤　政　司
（たきざわ　まさし）

昭和16年　新潟市に生まれる

昭和40年　新潟大学工学部卒業

同年　中部電力㈱に入社

企画室課長，尾鷲三田火力発電所

保修課長，火力部火力運営課長，

平成3年7月より火力部火力技術
グループ主幹（部長級）。

蕊嶋．

田　中　　　裕
（たなか　ゆたか）

昭和14年　長崎県に生まれる

昭和37年　九州大学工学部卒業

同年　トヨタ自動車工業㈱に入社

入社以来技術開発部門の中で各種

実験業務（強度，安全，振動，騒

音，人間工学他）に従事，第2技

術部副部長，第2車両実験部部長

をへて平成元年8月よりトヨタ自

動車㈱商品実験部長。
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熟饗

倉　内　紀　雄
（くらうち　としお）

昭和15年　愛知県に生まれる

昭和40年　名古屋大学理学部修土

修了

同年　㈱豊田中央研究所に入社

自動車用高分子材料の研究・開発

に従事，平成元年7月より研究10

部長，工学博土。



孫沁詰，∴団∴ピ’

　　まず始めに技術者になられた動機，この

道に進まれた理由などその当時を想い出しな

がらお話しいただけますか。

豪技術考（P道牽歩もことになうた∴∴．…11　’・一

　　研究所ブームの中先　　　　　｝

　　A　　将来性にかけてこの道へ

【倉内】　私が豊田中研に入社しましたのは

昭和40年です。大学は理学部の出身で，その

当時は就職難の時期でしたが，技術者を重要

視する時代でしたから，就職口は文系に比べ

れば結構たくさんありました。私は，入社す

るならトヨタ自動車か豊田中研の2社のどち

らかを考えていたんです。それで専攻が理学

部系でしたから「研究所がいいかな」と思い

まして，最終的に現在の会社を選択しました。

その当時は研究所ブームでありまして，豊田

中央研究所も私が卒業する昭和40年頃は，

ちょうど研究所が出来て5年程たって，これ

から人を集めるという時期だったんですね。

それが第1の理由です。

　もう1点はモータリゼイションのはしりの

時でして，就職の時点で「我々みたいな素人

の学生であっても自動車は将来伸びるんじゃ

ないか，そしてこれからは技術中心の時代だ

ろう」と思ったことが大きな選択の理由で

あったと思います。

t： 1キヅカケは？r

． 　　自前の製品開発が魅力で　　一

【田中】　私はそうですね。小学校の6年ぐ

らいの時だったと思うんですけど，一つは旅

客機が初めて太平洋を無給油で飛んだという

のが子供の雑誌にたくさん載りまして，それ

に非常に感銘を受けました。またあの頃，湯

川秀樹博士がノーベル賞を受賞されたんです

よね。もともと工作などが好きだったもので

すから「もう絶対そっちに進むぞ」とその頃

から心に思っておりまして，迷わずに大学の

専攻も航空学科だったんです。

　それからもう一つは，私は九州の島の出身

で人口も非常に少ない町で，終戦直後はその

町で車といえば消防車と私の家の自動三輪車

ぐらいしかない所でした。それで子供心に自

動車にはずっと興味をもっていました。就職

は昭和37年ですが，その当時「日本のビッグ

ビジネス」なんていう本があってそれを見る

と，自動車はまだ20位以内にも入ってなかっ

たんですね。ただ専攻していた飛行機は日本

が自前で開発するなんていうことはとてもで

きない状況で，是非「自前でやれる仕事を」と

いうことで，その初志貫徹みたいな格好で自

動車を選んだ。そしてどうせ自動車をやるな

らば一番大きな所がいいだろうということで

トヨタ自動車に入ったということでしょうか。
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　　電灯がパッとっく喜び，

～　　　　電源開発と運営に興味v

【滝澤】　私の動機と申しますと，子供の頃

よく停電し電灯が消え真っ暗になり，しかも

父母が農作業をやっているモーターも止まっ

てしまう。それを電力会社，今考えますと配

電会社の出張所の方だと思うんですけれど

も，その人が来てさっさと手際よく修理して

くれるんです。すると電灯がパッとつく。そ

してモーターも回り出すというふうで非常に

頼もしく感じたことがずっと心の中にあった

ということ。それからもう一つは終戦直後は

エネルギーが無い時代でして夜になると必ず

決って停電になる。いつも私はランプの磨き

を親に言いつけられていましてね。「電気が

停電したりさえしなきゃこんな物をしょっ

ちゅう磨かんでもいいんだ」と子供心に思っ

ていました。

　そういういきさつと，多少物理や数学が好

きで大学は電気工学科へ入りまして，大学で

学んでいる内にやはり電力の系統構成とその

生産や販売のかねあい，要するに開発とその

需要がバランスしていなくちゃいかんのだと

思う様になって，就職するなら電力会社に

行って電源開発と需要のバランス，末端まで

の整合のとれた系統構成の構築，そういうこ

とをやってみたいなと考える様になって，最

終的に中部電力に入りました。

，

ξ：㌻態翻遅穏1もξ：’嘘き∵三
　　t　　・　♂・　　　　i　　　　　　　ち轟》　　　　　　　　　　・　　　♂
㌔　へ’

：顎読∵プ塩∵忌と審じ衛ご・鏡㌧

一
今までのこ体験の中から技術者になっ

てよかった，技術者冥利に尽きるというよう

な感動されたことをお聞かせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　誇　㌧　咤　　　」　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご乙轟’　　ぐ慌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－Aみt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　sL　xSt・
蒸鶴技術者ならでばφ感動ぱどんな時に欝擁ノ

’

継、ヂ⇒1ゴ∴，、特ぜ弓t　　　　l

三対策どおり効果が出た時の喜び

【滝澤】　いくつかある中で，昭和44，5年

頃の話なんですけれども，あの頃は石油を

ジャンジャン焚いて高度成長をしてきました

ね。火力発電所は石油を燃すわけですけれ

ど，当時はまだ石油火力用の集塵器が実用化

∴密誌隠窃lll：鵜：気

　されていなかった。それで地元の方との問で

　　スス　　「煤」で様々な問題がありまして，その対策

　の1つとして電気集塵器を据え付けたわけで

　す。

　　最初に手がけた発電所には煙突が1号と2

　号の2本ありまして，まず2号側に先に集塵

　器を付けたんです。試運転で取付けた2号集

　塵器のスイッチを入れると，煙突出口の煙の

　色がサッと消え青空がスヅと見えたわけです。

　片方はまだ付けていませんでしたから当然不

　透明ですし煙が青空をさえぎっていました。
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その時にこんなにも効果があるものなんだな

と実感いたしました。つまり必要性に応じて

取り付けてみて，その効果がスバリ出た時は

非常に感動しましたね。

　自ら開発しle車が世界の各地で　v

　　　　　　　　　はたす役割に感動

【田中】　滝澤さんの様なシーンで表現しま

すと，私共は一般のお客さまに直結した「自

動車」という商品を造っているものですか

ら，そういう意味では世界中のお客様の嗜好

や使用条件，環境条件などいろんなことを考

えながら開発しているんですけれども，販売

した車両が使われているシーンを，いろんな

場で直接目にすることができるということが

やはり一番大きいでしょうね。

　例えば，最近で言うと中近東に行って来た

んですけれども，ああいう砂漠の中で草も生

えていないような所で遊牧民の人が羊を飼い

ながら暮らしている，そこに何と水タンク車

があるんですね。彼らは多分車がなかったら

その水を手に入れるということは大変難しい

わけですから，水タンク車があることによっ

てずいぶん生活が変わったんだろうと思うん

です。そういうシーンですとか，あるいはパ

プアニューギニアなんていう所では，今もパ

ンツを履いていないような人達がいるような

原住民の部落があるわけです。そこにピカピ

カのトヨタのハイラックスがあるんですね。

それを現地の人々はとても大切にしている。

私共カミー生懸命いろんなことを考えて造った

車が現地の人々にとって極めて大事な役割を

果たしているというこれらのシーンを見ると

本当になんて言うんですかね，「ああやって

いてよかったなあ」という感じがしますし，

これからも人々の期待に応えながらいいもの

を供給しなきゃいかんなとひしひしと感じま

す。

無から発見した驚きe．

　商品化された時のっれしさ

【倉内】　私共の所は研究所というような特

徴がありますから，最終的な商品という所で

の今のお二人の話の様な実感はちょっと乏し

いという気がします。ただ，研究者冥利とい

うものに関連したものと言いましたら，2つ

程あるんです。1つは何か新しい発見をした

時ですね。これは，技術者冥利というよりも

むしろ驚きですね。その1つの例として，自

動車はガソリンを焚いて動くというエネル

ギーの変換方法によって動力を取り出してい

るんですが，人間の筋肉のように食物を食べ

て力を出してくる，そういうようなことがで

きないかという研究をやっています。その研

究で，ある材料に電圧をかけますと「くっ」

と曲ったりする。「人工筋肉」なんていう名

前で呼んでいるんですが，こういう現象を最

初に見つけた時というのは非常に感激しまし

たですね。

　もう一つは，研究の結果が具体的になると
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いうことがやはり一番うれしい時でありまし

て，それは車の部品に我々の研究が採用され

て世の中に出た時，この時が一番うれしいで

すね。私共は材料研究なので地味なところが

ありますけれども，最近ですとセラミックス

関係やプラスチック関係で実際いくつか商品

化されたものがあります。やはり基礎的な研

究をやる部門でも，ゴールは世に自分たちが

関与した物が出る。ということが技術者冥利

の第一というふうに感じますね。

ゴ∴“ノ非メー
　㌔　　　t：　　　　　　　　　　　，　t　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　㌔

｝　　　　　　　　　　　、　　　　　　“　　　一

　　なるほど。それぞれいSご体験のお話し

を興味深く聞かせていただきました。こXで

少し働き方についてお話を伺いたいのです

が，最近の若手技術者や理工系の学生が，ひ

とことで言えは「仕事に魅力がない，メー

カーの仕事はきつい，非メーカーに比べ目立

たない，存在感がない」といった様なことが

リクルートの調査等で言われています。また

私どもが昨年調査研究しました，「事務，技

術，営業・販売職の仕事と働きがい」の調査

結果でも設計技術者と女性に仕事に対する不

満が他の職場に比べて高い。これらの事に関

して，技術者であり，管理職であるお立場で

何か対策とお考えをお聞きしたいんですが。

力」志向をどう考えるカ

女性技術者は徐々に

　　　　キャパシティの拡大を

【倉内】　今ちょっと話が出ました女性技術

者の事で一つ。私共の所でも女性の技術者が

増えてきているんですね。それで5年ぐらい

、、’　、

前に「男女雇用機会均等法」ができて女性に

対する期待が大きくなってきているわけです

けれども，今思うことは「過渡期にあるか

な」ということですね。女性の力をどれだけ

評価して研究の中に組み込んでいくかという

問題ですね。それは決してすぐに大きく期待

して組み込むわけにもいかないし，そうかと

いって小さくては平等ということに対してい

けないと思う。それでお互いその大きさや

キャパシティーみたいなものを手探りしてい

る状態ではないかということが，最近の私の

思うところであります。それで私の立場でこ

の女性はこれぐらいのキャパシティーだなと

思って仕事を設定しますと大体その位はやり

きる，そういう実感がありますからすこしず

つキャパシティーが増えてきているという状

態なんだと思います。そしていずれ男性と同

じようになると思っています。
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描かれないと思いますね。

本当にやりたい技術者を

　　　　　　　　　とっ集めるか

一
若者，理工系の学生，若い技術者に対し

てはどうでございましょうか。

　　これからメ「力邑がt）

｝　　　　　魅力めサイクルに

【倉内】　結局，どうでしょうか，どのくら

いの周期かというとちょっと困るんですが，

非メーカーとメーカーで過去から「人気のサ

イクル」を描いてきたように思います。現在

の時点もそういうサイクルの一点ということ

で捉えてはどうかと思います。最近は経済活

動が非常に活発になって，その一部はバブル

と呼ばれていますね。そういう時期に遭遇し

たんでちょっと非メーカー側のところに人気

が突出して来たんじゃないかなと思いますけ

れども，ここのところまた「物造りの大切

さ」や「技術者重視」という動きがあって，

メーカーもいいんじゃないかなという傾向に

なってきている。だから大きな流れとしてこ

れは捉えればいいと思います。ただ，先程

おっしゃったような今の若者の要望するとこ

ろはやはりそれはある程度メーカーも充足し

ていかないと，この人気のサイクルはうまく

【田中】　どの辺から話を始めたらよいか迷

うのですが，基本的にはある年齢の人達がい

て，ある人口がいて，その中に本質的に文化

系を志向したい人と理工系を志向したい人が

いる。ところが例の共通一次実施以後，偏差

値志向が非常に高まって有名な大学になるべ

く入りたい。それで「専攻や学部」というよ

りは「自分の偏差値に合ったところ」という

選び方が昔に比べると増えてきたような気が

するんですね。親の立場で見ていても何かそ

ういうふうな受験選択になりがちだろうとい

う気がするんですよ。そういうなかで言うと

有名大学，少しでも名のある学校へ行きたい

がゆえに自分が理工系に行きたいと思わな

かったんだけどやむを得ず行ったという人が

けっこういる。そしていざ就職の時は本来の

ところに目覚めて非メーカーへ行こうと言っ

ている。これを，メーカー離れと呼んでいい

のかどうか疑問だと思います。私共の時代は

やりたい事があって，それがやれる会社に行

くという志向が強かったのが，どうもそれが

変わってきているような気がしますね。だか

ら，その辺をどうするかということが一つあ

ると思うんです。ただ中央，関東の大学では

割と「メーカーに行くというのはいや」とい

うのはあるんだけれども，地方の方は，やは
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り自分の意志で結構選んでいる部分が強いん

じゃないかと思います。大事なのは本当にや

りたい人達をどう集めるかということだと思

うし，メーカーに行きたいというような学生

に対してどう働きかけてそのおもしろさをわ

かってもらうかということに，もっと力を入

れるべきじゃないかと思います。

人間の欲望を

　　　　商品化するのは技術者

【滝澤】　私も今の話を聞いていまして，要

するに技術者離れというか，これは騒ぎ過ぎ

じゃないかなとまず一つ感じます。それか

ら，一つのサイクルだというのもかなり同感

です。「魅力」があるかないかというのは私

は「比較」の問題だと思うんですね。

　昨今仕事が多様化しまして，アルバイトで

も食っていけるというような時代ではあると

思います。多様化した現状では確かに技術者

の魅力がうすれて見えるのかも知れません。

技術者の魅力を今日の様に多様化した時代で

も落とさない施策も一方で必要かと思います。

でも実際には魅力はずっとあるわけです。

「比較」の問題だと思うんですね。

　それで「技術者の魅力」とは何かというこ

とですね。私が思いますには人間社会の要求

を具体的なものとして，機器あるいは機械，

例えば，ロボット，自動車，オーディオ，と

かそういったものに具体化できることが技術

者の魅力なんだと思います。文学者や芸術家

はそういうことはできないわけです。それを

実際に設計し具体化できるのはこれは技術：者

なんです。具体化したものが人間の文化・社

会に貢献できるというところにやはり魅力が

あるんじゃないかなと思いますね。

一
たしかにお話の様に人間の欲望は技術

者によってみたされるんですが，そうした魅

力を見落とされている部分はありませんでし

ようか。例えば出来てきた最終の商品や製品

の紹介みたいな事は非常にいろいろなところ

でPRしますですね。しかし，そうした魅力

ある製品を作りだす技術者の魅力ですね。つ

くる過程というのは本当は結構魅力的だと思

うんですが，特に理工系の学生などはそうい

うところというのはあんまり知る機会がない

んじゃなかろうかなという気がするんですね。

製品の一番出来たところの部分しか見れない

という，こういった所もこれからPRしてい

く必要があるのではないでしょうか。

高度化，ハイテク化が

　　全体のイメージを見失いがち

【田中】　今のことで私が思いますのは，例

えば，昔の自動車はほとんどメカでした。わ

かりやすかったし，技術屋になったら多分こ

んなことをするんだろうというイメージが非

常につかみやすかったんだろうと思います。

ところが今の製品というのは非常に高度化，

ハイテク化しているものだから，さてそこで

自分が一つ開発するとなるとどういう過程を
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経てそういう技術者になれるかというイメー

ジが非常につかみにくいような気がするんで

すよ。文系の人は昔も今も，例えばテレビの

ティレクターなどはよくテレビに出るわけで

すが，「どんな仕事をするのか」「ディレク

ターになるにはどんな勉強・経験をすれば良

いのか」とイメージを描きやすいわけです

か，技術者は昔に比べると今の方が自分がど

ういう過程をへてどういう技術者になれるの

かというのが描きにくくなっているのかも知

れない。そういうこともあるような気がしま

すね。前はもっと身近だったわけです。とこ

ろが最近は多くのものが非常に高度でカメラ

のバカチョンの様になっていますから，使う

ことだけはわかるし，結果はわかるんですけ

れども，どう関与していけるのかというのは

わかりにくくなっているのかなという気はし

ますね。

、＼技術者の働きがいはど
♂　　　　　，　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

一
これからの技術者の働きがい，今後の技

術展望などについてお聞かせ干さい。

技術立国日本を支える

．　　　創意工夫と改善提案

【倉内】　1980年アメリカのメリーランド大

学で20～30名の技術者の集りがあり，自動申

の話しが話題になったんです。その当時の話

で，「トヨタ自動卓の年間創意工夫が従業員

5万人くらいで20万件を突破している」そう

いう事柄を紹介したら彼らは非常なパニック

状態になってしまいました。彼らはそれが信

じられないんですね。一般従業員からそんな

に多くの創意丁夫とか，改善提案というもの

が出てくるという話はですね。こうしたこと

は口木ではとこでも比較的普通の事で，皆な

　　　　　　　　ぐ　　：、、　　　　　　’　　　　　　　　　　”　　t

　　，こにあるのガy：／、1
　　　　　　　1　　　〆　　　　　　　s　ヤ　L　t　　　　　　「㌧　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　L

努力して提案が出てくるものだと説明しても

わからなかったんです。逆にそういうことが

わかってもらえないという過程を通じまし

て，「これは目木の強い所だ」ということを

認識しながら説明していました。それが1980

年のことです。それから5年ぐらいしてアメ

リカが債務国に，日本が債権国になり逆転し

ました。そこで改めて受けた印象は日本人の

技術者はブルーカラーも含めて非常にレベル

が高いということですね。それから10年間，

ハイテクカと技術革新から現在があり，非常

に日木は強いんだと思います。

　その時に感じたもう一つのことは「トヅプ

クラスの技術力はどうなのか」ということで

す。’1’一均のところは日本はものすごくレベル

が高いんですね。トヅプはどうかと言います

と1980年段階で思いましたのはまだやはりア
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メリカの方が高い。特に基礎技術とかいう方

面で。それでそこを何とか頑張らないと一流

にはなれないなというような感じを受けまし

た。しかし，それは現在でもまだ越すことは

できていないので，今後も頑張らなければい

けないなということです。

　もう一つ言いたいのは，物を作る技術の高

度化と地球環境との兼ね合いですね。そうい

うことを組み合わせていろんな技術を研究す

るということは非常に，技術者冥利と言いま

すかそういうものにこれからは尽きると言え

るんじゃないかなと思います。だから地球環

境を悪くするからメーカーはよくないのでは

なくて，「地球環境」とそれから「商品」とい

うものをどういうふうに両立させていくかと

いうことが非常に大きな課題としてあるわけ

です。従ってここに技術者の新たな働く場所

があるとこのように位置付けたいんですけど

ね。

エネルギーの安定供給と

　　　　地球環境保全の両立を

【滝澤】　倉内さんの最後の話に出たんです

がね。今の電力需要の伸び方で平成12年ぐら

いまで予想してみますと，当社管内で年間約

100万キロワット位ずつ伸びていくわけです。

そうしますと，今後10年間で1，100万キロ

ワット位は開発しないといけない。そのうち

火力発電で900万キPワット位開発していか

ないといけない。一方地球環境問題となって

いるCO2については2000年の排出量を1990年

ベースに抑えるというような一つの指標が出

されつつあるわけです。電気はつくらなきゃ

いかんけれども，CO2の排出量を抑える様に

しなければならない。その為にいろんな技術

開発をやっていかないととても対応できない

という問題があります。この課題解決は技術

屋でやらなくちゃいかんわけです。地球一ヒの

我々の必要とするエネルギーを，しかもその

地球という限られた資源，環境の中でバラン

スよく開発し，利用していくかが一つの大き

な課題であります。

　それからもう一つは，新しい発電所をつく

る以外に大切なことは，実は発電設備という

のは古いのも使っているわけです。占くなれ

ば劣化更新・予防保全が必要ですが，金をか

ければいいという問題ではなくて，いかに効

率よく保修を行ない信頼度を確保していくか

というメンテナンス技術が要求されるわけで

す。これには余寿命評価技術の確立と，これ
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を駆使しての適正予防保全が必要なわけです。

これらの山積みする課題に対応するのも技術

者です。そして課題に向かってチャレンジし

解決していくということは技術屋として十分

魅力があると私は思っております。

人と地球にやざしい車づ．〈り…

【田中】　私も前のお二人のおっしゃること

と同じですが。自動車もやはり環境問題への

対応が必要で，排出ガス，騒音，リサイク

ル，それから安全ですね。トヨタでは「人と

地球にやさしい車づくり」と言っています

が，そういうものをやっていくためには課題

が山積しているわけですね。それを解決でき

るのはやはり技術しかないということで，技

術屋の課題やチャレンジングなテーマは非常

にたくさん，しかも魅力的なテーマがあるわ

けです。しかもそれをやっていくのに日本は

非常に技術の裾野が広いということで，やり

やすい環境にもあるというふうに思いますね。

又，非常に魅力的な仕事がたくさんあるとい

うことだと思いますね。

　　最後に今迄のお話しの補足も含めて，強

調しておきたい点かあればご発言をお願いし

ます。

｝ロ：ボノ．卜化で魅力ある

　　　　　　　　発電所っくり

【滝澤】　今の文明社会に必要な電気が送ら

れている陰に3Kといわれる仕事は存在する

んです。火力発電所は安定した電気を送り出

すために通産省の定期検査をほぼ2年に1回

受けることとなっております。定期検査に必

要な機器の分解・点検・組立作業には多数の

人手が必要であり，そこには，3K作業がい

まだ存在しているわけです。このままでは魅

力ある工場なり発電所とは言えないだろうと

思います。そのためにも例えば今まではどち

らかというと作業の効率化という観点でロ

ボットなどの工具をいろいろ開発して効率化

をやってきたわけですが，今後はやはり作業

環境改善とか安全作業ロボットという面を

もっと重視してやらなきゃいかんのじゃない

かなと思うんです。

　　技術立国日本を支える力は

　　　　　　　個性的かっ独創的で

【倉内】　日本はどういうふうにして立国し

ていくかという話になるとやはり技術立国と

思うんですよ。そういうなかで時代は少し変

わり，「個性的」ですとか「独創性」だとかそ

ういったようなことが必要となってきた。日

本の科学技術をしっかりさせるためには個性

的で独創的な技術者が多数必要だと思うんで

すね。それで一流の技術立国へ向かっていく

ことになるなら非常にこれは魅力的であると

いうことを強調したいですね。
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マニュアル化から考える人間へ

【田中】　技術者の育成を考えると一つは学

校教育の問題があるように思うんです。私は

採用の面接をする時には最初に卒論のテーマ

をどのようにして選んだのか，つまり自分で

選んだのか，先生が決めてくれたのかという

こと．次にそのテーマをやるに当たって，参

考文献をどのようにして見つけて，それでど

ういう研究の進め方をしたのかを聞くんです。

すると最近はテーマを与えられて，参考文献

を与えられて勉強してくるというパターンが

結構多いように思うんですね。従って学生の

皆さんには大学時代には「勉強の仕方」を

しっかり勉強してきてもらいたいし，又先生

方には是非大学教育の中で教えていただきた

いと思います。

　それから，やはりそういう仕事のさせ方を

会社に入った中でやらせるようにしないとい

かんと思います。なにしろ技術が高度化して

きているものですから，仕事をする上でのマ

ニュアルというのが整備されてきているわけ

です。だから会社に入るとそのマニュアルを

まず勉強することから始まって，マニュアル

をこなすと一人前というふうになっていると

いうことが非常に問題なのです。例えば，

チェックシートというのをどこもよくおやり

になると思うんですが，チェックシートとい

うのはそれに従って印をつければ終わり。あ

とは考えなくてもいいというふうになりがち

なんですが，それがもう少し大くくりに書い

てあって「こういうことを考えてチェックし

ないといけませんよ」という，そして自分が

いろいろ考えながらチェックするという仕事

の仕方が必要だと思いますね。

　卑近な例をあげましたが日常の仕事の中で

も，各人がより創造的に考えた仕事をしてい

く事が出来るように会社側としても考えてい

かねばならないと思います。

　　ありがとうございました。
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「サステナブル・

アグリカルチャー」

世論とアメリ力農業

名古屋大学経済学部

助教授　荒山　裕行

アルターナティブ・アグリカルチャー

　1985年ごろからアメリカで「アルターナ

ティブ・アグリカルチャー」という言葉を耳

にするようになった。英語の“Alternative”

には，これに相当する適当な日本語が見あた

らないので，このまま使わせていただくこと

にするが，辞書によると，これには「もうひ

とつの」といった意味がある。よって，「アル

ターナティブ・アグリカルチャー」は「他の

異なったやり方による農業」という意味あい

を持つこととなろう。

　「他の異なったやり方」とは何であり，ま

た，なぜ，従来のアメリカ農業に代わり，「他

の異なったやり方による農業」が話題にのぼ

るようになったのであろうか。

農業の「工業化」

　1920　30年ごろのアメリカ農業の生産性

は，他の国々のそれとは大差なく，一人の農

業者がだいたい15人分の食糧生産を行ってい

るというような水準にあった。ところが，そ

の後のアメリカにおける農業の生産性の向上

はつとに大きく，現在では農業者一人が，ア

メリカ人と外国人の需要を含め，85人分もの

食糧生産をおこなう。

　アメリカの農業にこのような高い生産性を

もたらしたのは，農業の「工業化」であった

といえる。工業部門における生産性向上のス

ピードに追いつくために，工業における生産

性改善の発想がどんどん農業部門へと持ち込

まれた。一般に農業の生産性の改善に人きく

寄与したとされている技術進歩も，極言すれ

ば，農業の「工業化」を通してその生産性を

大きく改善するものであった。

　農業の「工業化」とは何なのか。日本の農

業を見ている限りあまりその実感がわいてこ

ないが，ベルトコンベアー方式で工業生産を

行うのと同じ発想でアメリカの農業システム

が組み立てられている，とでも表現しておけ

ばよいだろうか。生産過程をレコードとレ

コード針にたとえるならば，工業生産ではレ

コードが回り針が音をとらえる，農業生産で

は逆に針がレコードの上を回り音をとらえる。
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実際に，農業では，耕うん，除草，畝作り，

播種，施肥などさまざまな作業を同時に行え

る複数の装備を備えた数百馬力の巨大なトラ

クターが農地の上を動く。そのトラクターの

背後で工業がさまざまな薬品や部品の供給を

続ける。このような工業的な発想に基づく農

業が，高い生産性をもたらしたことには疑い

ない。しかし，この装備と肥料・化学薬品を

多量に投入する生産方式には，また同時に想

像もつかぬほどに大きな社会的費用が伴った。

環境破壊の最大原因゜農業

　EPA（アメリカ環境保護局）によると，

最大の水質汚染の原囚は農業にあるという。

農薬や硝酸塩などが農業地帯の地下水から検

出されている。また，農業による上壌浸食，

野菜・果物などの残留農薬などの問題は指摘

されて久しい。

　おそらくかなりの数の人が，農業は白然の

営みを活かすプロセスで，決して本質的に環

境破壊の発生源たるはずがないと考えている

のではないだろうか。そうだとするとそれは

大きな誤りである。農業が自然に働きかけ，

それを食糧生産の手段に使う以」二，如何なる

農業も必然的に自然破壊につながる。要はそ

の程度であろうが，この事実には何の変わり

もない。とりわけ，高い生産性を上げる農業

の自然環境に与える影響ははかりしれない。

　農業のサステナビィリティ（持続可能性）

が問われだしたのは，「このままの，自然破

壊型農業がいつまでも続くはずも，また続け

られるはずもない」という危惧による。そし

て持続可能な農業，即ち「サステナブル・ア

グリカルチャー」への模索が始まった。

化学肥料による地下水への影響の可能性のある地域

資料：アメリカ農務省「化学肥料による地下水汚染の

程度とコスト」全国調査、E．　R．　S　ワシントン、　D．　C
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　米国議会によると，農業の持続可能性の指

針として，「地域特性を活かした動植物生産

の統合的なシステムで，長期的には，1）消

費者の食糧需要を満たせること，2）農業生

産の関係する環境と自然資源とを保全するこ

と，3）再生不可能な資源および農業資源の

最有効利用をはかり，可能な限り生物的サイ

クルとその制御を組み込んだものとするこ

と，4）農業経営が経済的に存立すること，

そして5）農業者および社会全体の生活の質

の向上がはかられること」が示された。これ

を受けて，1985年農業法で初めて「アルター

ナティブな（他の異なったやり方による）農

業」の研究が推進されることとなった。

　従来どおりの化学薬品漬けの大規模機械化

農業は生産性は尚いものの，決してこのまま

この状態が継続的に続くとは思えない。一

方，無農薬・無化学肥料を極端に徹底して行

なう有機農業は生産性・効率性・経済性上の

問題が人きく，アメリカ農業の比較優位が脅

かされかねない。この両極端の農業，大規模

機械化農業と有機農業との間のどこかに，上

記の目標を達成可能とする持続可能な農業が

求められる他ない。この農業を，従来のやり

方とは異なった「他のやり方による農業」，

つまり「アルターナティブ・アグリカル

チャー」と呼ぶ持続可能な農業（つまり「サ

ステナブル・アグリカルチャー」）を目指す

方法としての，「アルターナティブ・アグリ

カルチャー」の意味とその位置づけはだいた

いこのようなものである。

「リサ」プログラム

　さて，「サステナブル・アグリカルチャー」

とは具体的にはどのようなものであろうか。

それは，「サステナブル・アグリカルチャー」

に関する一連の政府主導型の研究がLISA

（Low－input　Sustainable　Agriculture）プロ

グラムと呼ばれていることから想像可能なよ

うに，殺虫剤や除草剤などの農薬や化学肥料

の使用量を従来より抑えた農業である。

　しかし，たんに農薬や化学肥料の使用量を

削減したのでは，いうまでもなく，生産性が

低下し農業が経済的に成り立たなくなる。そ

こで，いかにして，生産性の低下を最小限に

して（もしくは，生産性の改善をはかりなが

ら），かつ農業経営の存立をはかりつつ，農

薬および化学肥料の投入を減らし，自然環境

と再生不可能な資源の保全が行われるのかが

追求されねばならない。

　具体的には，次のような手段・方法が農業

外で生産された投入要素（農薬，化学肥料）

の削減により農業の生産性が引き下げられる

のを補う役割を果たす。

1）輪作　同じ作物を栽培し続けることに

　よって発生する病虫害の発生を避け，農薬

　の使用を大幅に削減することを可能にする。

　さらに，空気中の窒素固定を植物を通じて

　行わせることができ，化学肥料の使用量の

　削減が可能となる。

2）IPM（統合的病虫害制御）　輪作，害

　虫が忌避する性質を取り込んだ品種の導

　入，天候のモニター，作付時期の調整，生

　物的な病虫害制御などを組合せ，農薬の使

　用量などを統合的に管理しその効率化を日

　指す。

3）保全的耕法　農地を耕したままの状態で

　放置すると肥沃な表土は風にさらされ水に

　洗われ失われてしまう。これが土壌の浸食

　である。そこで士壌を被うための植物の有
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効利用や，全く耕さないという耕法も含め

た保全的耕法を導入することが，土壌の保

全と共に化学肥料の節約に有効となる。そ

　して，

4）これらを有効に働かせる経営組織の充実。

アメリカの農業を動かす力　世論

　以上のような手段・方法が取り入れられる

ことがごく当り前のように思えるにもかかわ

らず，どうして，アメリカの農業は，一部の

例外を除いて，依然従来どおりの大規模機械

的農業にとどまっているのだろうか。それ

は，従来どおりのやり方が，現在のところ農

家にとって一番経済的に合理的であるからで

ある。数百工一カーにもおよぶ耕地，数ヵ月

の月日，さらに莫大な運転資金を要する一大

事業が，単なる「農業の持続性への危惧」を

理由にそのあり方を簡単に変えようはずも無

い。

　「アルターナティブ・アグリカルチャー」

は，あまりにも工業部門からの生産要素投入

に頼りすぎ，みずからの持続可能性に疑問の

生じ始めた農業に，いくらかの合理性を求め

る試みとも見える。

　それでは，いったい何が政府，大学，研究

機関および一部の農業関係者を動かし，この

ような大規模な実験を始めさせたのであろう

か。パーデュー大学のドーリング教授による

と，それは，国民が環境保護と食品の安全性

をどう感じどう考えるか，つまり世論による

ものである。

日本との関わり

　「食糧については，十分な外貨準備と国民

所得があれば将来的にもそんなに心配するこ

とはない。」少し極端な表現かも知れないが，

これが現在の日本における食糧に関する認識

である。この認識に立てば，アメリカが「ア

ルターナティブ・アグリカルチャー」を進め

ることは，日本にとって，いっそう安全な食

糧が輸入できることとなり幸いである。

　しかし，話はそんなにうまく運ぶだろうか。

アメリカ国民の世論が環境保護に向かうとし

たら，口本人に食糧を供給するためにどうし

てアメリカが環境悪化をがまんせねばならぬ

のか，という議論がいずれ出てくる。もし，

アメリカの世論が日本への農産物輸出に対し

「ノー」を唱えはじめたらどうなるのだろう

か。膨大な貿易赤字を抱えるアメリカは有力

な外貨の稼ぎ頭をなくし，日本は食糧供給の

確保に苦しむ可能性がある。このことのもた

らす経済的影響ははかり知れない。

　いま，アメリカの世論がその農業のあり方

に疑問を持ち始めた。これがもはや疑いのな

い事実である以上，アメリカにとっても日本

にとっても，世論の要求に十分に答えること

のできる持続可能な農業「サステナブル・ア

グリカルチャー」の確立がいっそう望まれよ

う。

　　　　　　　　【（財）中部産政研研究員】

ズ
ー
蝋

　　　　　　　　い、
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～中部産政研「事務，技術，営業・販売職

　の魅力ある働き方の研究」調査結果より～

　日本は現在，経済大国といわれ，果すべき役割が各国・各方面から問われている。今回は，

その牽引役として存在し，これからも重要な位置を占めると思われる技術者・研究者に焦点を
あてた。

1．技術者の移り変り

図一1　就業者の変化（国勢調査より）

　　　　　注）図中の（）内はパーセントで

ホワイトカラー
1，591　（33．2）

　　　昭和40年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年

図一2　昭和60年における専門的技術的職業従事者のうちわけ

保健医療従事者

技術者

教　育

美術家・写真家・デザイナー

その他の専門的・技術的職業従事者

159万人

172

138

20

88

昭和40年から昭和60年の
　　　　　　人数の伸び
　　　　1倍　　　2倍

2，41

　　　　　　　　注）図一1，－2とも，昭和60年値は
　　　　　　　　　　国勢調査20％集計値を用いた。

　　　　　　　　　　　t40年から60年の人数の伸び
　　1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4倍

　図1は，国勢調査における就業者の状況を示したものである。昭和40年では，全就業者（4，798万

人）に占める専門的技術的職業従事者は，265万人5，5％であった。20年後の昭和60年においては，同

人数は638万人（10．9％）になっており，全就業老がこの間1．22倍の伸びに対して2．4倍と大幅に伸びた。

　図2は，昭和60年における専門的技術的職業従事者を取り出したものであるが，技術者は4．3倍，そ

の他の専門的技術的職業従事者は，3．8倍の伸びとなった。この国勢調査は5年毎に行われ最新の状

況は昨年（平成2年実施）の結果を待たねば判明しないが，技術者の増加は同様に著しいものがある

と予想されている（労働大臣官房政策調査部’87年推計では，西暦2000年に全就業者に占める技術者

の割合は15．2％）。日本の社会・経済のサービス経済化，情報化などの進展を数値は表している。

　いずれにしても，いわゆる技術者のウエイトは数のうえでも飛躍的に伸びてきた。
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2．技術者予備軍の状況

■■　学生数の移り変り

図一3　大学生，大学院生の数

S40～H3の人数の伸び

1　　　　2　　　　3倍S．40　　　　　　　　　　　　H．3

　　　　　　　　　　　　215．1万人
I　　　　　　　　l

12．33

l　　　　　　　　　l

1自

　　92．4万人
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図一4　一短大・高専平成2年の状況一　　　　　一高校生平成2年の状況一
　　　　　　　　　　　　　　注）（）内の値は，S40年からH．2年までの

　　　　　　　　　　　　　　　伸びを示す。

　　　　注）下段は，短大男子理工系＋高専生の和

　図3・4は，技術者予備軍とも言える大学，短大・高専，高校の学生数の推移を見たものである。

　図3で大学生・大学院生の状況をみると，昭和40年から平成3年5月時点の在学生は，92万人から

一

215万人と2．33倍となった。伸びで大きいのは医者カミ含まれる保健学系の3．11倍，理学系の2．6倍，工

学系の2．41倍であり，技術者予備軍としての理工系の伸びが大きい。

　図4で短大・高専，高校をみる。短大・高専の理工系学生数の伸びは，1．89倍，工業系の高校生

は，学生数でも下がっており0．78倍であり，ともにより上級の学校をめざす高学歴化が進展してきた一

　ことを窺わせる。

　以上の中でとkに大学生・大学院生の伸び，工業高校生の減少については，高学歴化や企業が求め

る人材などの社会のモーズ変化に連れて，学生数が推移して来たことを示していると言える。

　　　　（0．78）

注）下段は，工業系生徒数
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■■　大学生の就職状況（理工系を中心として）

　図一5　平成2年3月卒業生の状況

4年生大学

卒業者全体

　40万人

就職

欝他

大学院（修士・博士）

　卒業者全体
　　32万人

図一7理・工系学生の就職業種

図一6　理工系学部生の状況（男子のみ）

理　学　系 工　学　系

卒　業　生 1万人 7．8万人

就職率 66．5％ 81．1％

進学率 27．1％ 17．0％

進学率の推移（％）
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注）

①サービス業には，教員が

　含まれ理学系のサービス

　の1／3は，教員である。

②図中の棒グラフ［コは，

　製造業への就職者数を表

　わす。

図一8　大学生の就職目やす（選社理由）

　　　　　　　　　　　　　　　　　10％

安定している

給料が高い

成長している

休日が多く，残業が少ない

社風がよい

社宅・寮などの福利厚生施設がよい

技術・企画力が高い

　（49．1）

（37．0）

（44．1）

（57．9）

圏：雛舞
　　内は，’90年の
　　理工系学生

　図5は平成2年3月卒業の学部生・大学院生の進路を見たものであるが，大学学部生の場合約8
割，院生の約7割が就職となっている。特に学部生の就職率は，昭和40年頃までは80％を超えていた

ものが70％半ばまで落ち込み，久しぶりに80％を超えた。

　図6は．理工系の学部生（男子のみ）について見たものである。理学系の学生の66．5％，工学系の

81％が就職しているが，進学率の推移で分かるように，学部ではもの足りずに大学院（修士・博士課

程）に進むものが増加傾向にある。とりわけ，工学系については顕著である。

　図7は，理工系学生の就職業種を見たものである。理工系学生の“製造業ぱなれ”が一時問題に

なったが，図で分かるように現在まで続いている好景気の始まる前年つまり昭和63年3月卒業生に工

学系，理学系ともに製造業に就職した学生の絶対数・比率が底を打っている。以降徐々に製造業への

回帰が見られる。図は用意していないが，大学院生は昭和40年時点では金融・保険関係の就職者はゼ

ロであったが，昭和63年からは3桁の卒業生が就職している。

　このような推移で製造業ばなれに歯止めがかかったと見るべきかどうか疑問であろうが，パブルの

崩壊，銀行・証券の不祥事などから，各企業の採用活動にも製造業への回帰現象は起こっている。経

済活動自体が変化して来ている中で工学系の学部卒業生の製造業への就職率66％に回復するとは言え

ないまでも，少なくとも，企業活動の表面を見てだけの就職は減少すると思われる。

　現に，図8の選択理由をみると，安定性や成長が相変わらず多い。また，理工系については技術・

企画力が高いが上位である。また，別の調査では自分の能力・個性が発揮できることが高いと出てい

る。このように製造業自体に努力の余地は多いにある。
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3．企業の技儲の姿（購蠣識奮牙搬臨営業う

図一9　仕事の性格一ホワイトカラー職種別一 図一10　仕事の性格一技術職一

ルーチン的

　5
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〔技術職〕
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一
〔販売職〕

ゆとり度合

仕事の量

仕事の分担範囲

研究開発技術職

　　　　　一設計技術職
　　　　　一生産技術職連携プレー

　　　　　一その他

図一11技術者の感じ方

　　　　　　　働きがいを感ずるか

　　　　ある程度　　　あまり感じていない
大いに感じている　どちらとも言えない　　全く

仕裏の満足度 ストレスの感じ方
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いない
　　40．4　　　　　　　　　　6　　　15．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　538　　　　　　　　鮨　12．マ1

　　　　　　　　　　　7．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．3

設　　計 菊8　　　　11Z．丁　　路．9
　　　　」一　己　　　　t

32．1　　・・棺　　　234　　． 53、2

4 62　　2．8

生産技術 50T 蟻　19：5

その他

66

32．5 ・　璽蔓
7　　4．5

10．9

35．7　　澱轟　23．7

　0
4．7　2．2

52．9 142

4．8　　5．8

技術職計 481 96　19．3

84

8．1　　5．1

お工 獣萱　2L8
6　　4．9

事務職 49．7

9．5

⑳。　15．3 390

10．6 4．0　　6．5

聡工　　168

　　　　8

墨8L－一一’112

　　　　7．4　　3，　　　　　　　3
528 1137

7．0　　3，8

　図9は，いわゆるホワイトカラー職種の従事者がそれぞれどういう性格の仕事をしていると自分が

感じているかを示したものである。これによると，“技術者”は他に比較して，仕事の量が多く，難

しい仕事を担当しており，決まった内容を実施するルーチン度は低く，仕事を進めるうえでそれほど

ゆとりをもっていない。

　また、図10では，技術職を研究・開発，設計，生産準備，その他として，仕事の性格を示したもの

である。それによると，設計技術職は仕事量が多く仕事の分担範囲が明確でなく職場内の連携プレー

が必要とされ，そしてゆとりが最もないとされる。仕事の難易度では生産技術が高く，非ルーチソ度

は研究・開発が高くと自己診断されている。こうした結果については，仕事の性格であるのでそれぞ

れの項目をみてどうこうというべきものではない。むしろ，そうした環境の従事者がどう感じている

のかが大切である。

　それを見たものが，図11である。見て分かるように，頑張っている技術者が相対的に満足度が低い

といえる。とりわけ，設計技術者が低い。
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図一12技術者の考える働きがいの寄与と満足度

項　　　　　　目 得点　☆満足度　O働きがいの寄与度 ギヤツプ度50　　　　100

A、自分の企画が採用される

■　　　　　　　暉　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　■

1　23．2亨　4。4．晶

B．自分の適性にあったいい仕
　事が与えられる 3．24　　　　4．43

　　　　73．4

　　　　73．1よ　　　　72．7

J藤認携をやり撒燵 3．18
「4．37

G．仕事の成果が見える 3．29 4．36 175．3

1．自分の能力を十分に発揮し
たと感じる

3．09 4．35

【1 と認愼黎肝をキチン 3．24　　　　　　　　4．27　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　176．0

P．賃金が上がる　． 2・82　　　4．22　　　　　■66．8
N．会社で広く自分の仕事が認
　められる

2．78　　　　　　　　　　4．14 ・　　　　コ67．1

K．自己成長が感じられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
3．09　　　　　　　4．07　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　175．9

c明羅窪砦事の役糺目標が
3．29　　　4．06

【　　　　181．2

1

T．職場（チーム）のチームワー
　クがうまくとれている 3．26　　　4．00 181．5

1

D．権限が委譲され上，責任が
　増す 3．19　　3，93 181．1

■
M．職場の仲間が自分の仕事を
　キチンと評価してくれる 3．21　　　3．93 181．6

1

V．上司との関係がうまくいく 3．25　　3．92 183．0

■F ち魏のぺ一スで仕事が勘
3．14　　3．92 180．1

■

W．職場間の関係がうまくいく 3．18　　3．86 182．5

1
U．職場（チーム）の中で．同僚・

　部下等に指導力が発揮できる 3．07　　　3．80 180．8

1

S，職場（チーム）の中で，自
　分の役割が明確になる 3，28　　3．79

X．オフィス環境が良くなる 2．59　　　　3．79

R．資格が上る 2．80　　　　3．76

　　　　　　　　　86．51

　　　　　　　＿68．5

【．　　　　　　　　一．こ7】■■174．3　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　179．2

　　　　　　　　　　73．7■■囮■国■■■国■＝＝田田目■■回■■■■闘

Y．職場の目標達成に貢献した
　と感じる

・・971
3．76

Q．役職が上る　　　　． 2・76ミ 塾3．75

E．上司からの指示が適格であ
　る 3．06　　　3．67 83．31

Z．会社の業績に貢献したと感
　じる 2．77　　　3．64

　　　　　1
、　　　　　176．1

1
M．勤務形態の弾力化など，働
　く時間に自由度がある 2．95 3．54 83．41

1

ZZ．企業イメージが良い 2・751
3．45 179．1

」
1

0．社内的に評価の高い（花形）
　職場に配属される

2，811 13．35
、83．71

注）①得点は，各項目の回答に5点～1点を与え，得点化した。従って「まあまあ」とか「普通」は3で示される。

　　②ギャップ度は，（満足度）÷（寄与）×100で算出。

　図12は，技術者が考えている各項目の“働きがいに寄与”する程度と実際に感じている“満足度”

をプロットしたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　そして，図の右に表した“ギャップ度”の高い項目を見ると，ギャップの大きい順に①賃金②社内

で自分の仕事が認められる③オフィス環境④能力発揮⑤やり終えた達成感となっている。全体として

見てみると，仕事そのものと，その評価についてギャップが存在すると言える。人間関係は比較的良

好のようである。

　ではこうした意識に対して，どのような対応が考えられるのかを技術職の中では，数値的に不満足

傾向の強かった設計技術職について次に見てみる。
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4．技術者の働きがい向上に向けて

図一13　設計技術職の寄与・満足度

寄
与
度

4．5

3．5

2 2．5

国■評価（図一14）

　3
満足度

①　昇進昇格において評価は公正か

　　非常に公正
まあ公正

3．5

どちらとも言えない

4

あまり公正でない
　　　全く公正でない

　図13は，前頁の一覧を設計技術職に

ついて座標軸にプロットしたものであ

る。寄与度（縦軸），満足度（横軸）に

それぞれ27項目の平均点で算出した十

字の線で区切られた4つの領域をみる

と，　の領域（第2象限）が寄与度は

高いのに満足度は低い領域であり，問

題領域といえる。ここに位置するの
が，能力を発揮したと感じる，賃金，

資格が上がる，仕事が認められる，’自

分のペースで仕事が進められるの5項

目である。このうち，賃金と仕事が認

められるは男性，女性，職種，年齢の

ほとんどに共通する項目であり，制度

全体として考えるべき性格と言える。

　従って，以下では「評価」「ゆとり」

について．調査結果を引用してみる。

③資格が上がることの決定にあたっては，Aと
　Bのどちらの意見に賛成か。
　　④本人の能力や実績がもっと重視される必要
　　　がある。
　　⑤年齢や勤続年数がもっと重視される必要が
　　　ある。
　　　　　　　どちらかといえばAどちらかといえばB
　　　　Aに賛成　　　どちらともいえない　Bに賛成

技術職全体（男性） 卦　　＝

設計技術職（男性） 証

ホワイトカラー全体
　　　　　（男性）

②減点主義か　　　　　　　　④管理職か専門職か
　　　　　　　　　　ややそう思う　　　あまり思わない
　　　　　大いにそう思う　どちらとも言えない　全く思わない　　　　管理職　　どちらでもよい　専門職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　1－「

設計技術職（男性）

ホワイトカラー全体
　　　　　（男性）

　図14では，男性の回答を技術職全体，設計技術職，ホワイトカラー全体の圓答を4つの項目で示し

た。評価が公正かについては，それほど差異を見いtt’しにくく（やや設計技術職が，不公正を訴えて

いる），評価が減点主義かどうかについても同様である。

　ただ，資格を上げるときには年功よりも能力・実績や重視を設計技術職がより求めている。管理職

か専門職かでは，専門職志向が技術職に強いと言える。
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國ゆとりの程度と理由

図一15仕事を進める上で「ゆとり」があるか？

研究・開発技術職

設計　　　”

生産技術　　”

その他

　　　　まあまあある　　　　　　　　あまりない
大いにある　　　　どちらとも言えない 全くない

図一16　なぜ「ゆとり」がないか（－Z9ま：Lで選択）一

1．複数の仕事を同時にかかえ，仕事に切れ
　目がない
2．自分の計画とは別に，急な仕事が入り込
む

3．仕事の量が多すぎる

4．自分の能力が追いつかない

5．上司の指示が曖昧

6．社内の他部署との対応が多すぎる

7．自分の仕事は自分しか解らないから手
伝って貰えない

8．社外との対応が多すぎる

9．その他

一
研究開発

一
設計

一
生産技術

一
その他

図一17　「ゆとり」は何故ほしいか（3っまで選択）

1．更に仕事の質を高めるため

2．じっくり考えるため

3．自分の能力向上に向けて勉強をするため

4．ストレスをためないため

5．情報をより多く収集するため

6．後輩や部下を指導するため

7．自分の仕事に関係する人々とのコミュニ
　ケーションを更に深める
8．自分の直接の仕事以外の人々とのコミュ
　ニケーションを広げるため

9．とにかく少し楽になるため

10．その他

研究開発

設計

生産技術

その他

　他の職種に比べてゆとりがないという回答が多いが，技術者にとって“ゆとり”とはどのような概

念であろうか。図16は，なぜゆとりがないかを聞いたものである。どうやら単に仕事の量が多いだけ一

ではなさそうである。これは技術職の担当業務の性格つまり将来的な研究，期限が決まっている仕一

事，すぐに手を打たねぽならない仕事などによって違うであろうが，いずれも第1位に挙げるのは一
「複数の仕事を同時にかかえ，仕事に切れ目カミない」ことであり，次に「自分の計画とは別に急な仕1

事が入り込む」が来る。研究開発では，「量が多い」である。概ねこの3つが理由に挙げられる。

　図17では，なぜゆとりが必要かを聞いている。第1位がともに「更に仕事の質を高めるため」次に1

「じっくり考えるため」「能力向上鱒向けて勉強するため」と続く。その他技術職では第3位に「スト1

レスをためないため」がきている。そして「とにかく少し楽になるため」は思いの外少ない。つま、

り，ゆとりを極めて前向きに捕らえていると見ることができる。こうした結果の中に，なにか解決方

策があるように思われる。
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まとめ

最後に，将来に視点を置いてまとめておく。

1．全就業者に占める技術者の割合，ウエイトは増加して来たし，これからも拡大する。

　いわゆる技術の進展は日進月歩であり，いままでのベースに加えて新たなレベル・分野に

おいて技術者・研究者の需要は果てしがない。表1は　　　表一1　2005年の技術者

先頃発表された技術者不足の数字である。

　右記の対策として，育児休職の充実による女性研究

者の活用，業務時間の約50％を研究以外の仕事に費や

　している研究者の業務の効率化が訴えられている。

2．現在，企業で活躍している技術者は多くの仕事を抱

えつつも頑張っている。

人員予測　必要研究者数　98万人
　　　　　不足研究者数　48万人
不足分野　工学分野　　約30万人
　　　　　理学分野　　〃13
　　　　　医・薬分野　〃4
一 科学技術庁一（平成3年9月発表）

　　　　　　　　　　　　しかし，不満を抱えている（特に，設計技術者）。

　多くの仕事を持ち，仕事に切れ目がなく計画外の対応にも追われている彼らの実情を改善

するためには，人員拡大・投入がひとつの手かもしれないが，ややもすると人員増は，少し

ばかり仕事量の軽減が図られるのみで，悩みを持つ技術者を増加させ，創造性を持った人材

育成・人的財産の拡大にならない危険性を持っていることを留意すべきといえる。

3．解決策にかえて……具体的な対応策，解決策にかえて，2つの書物から引用する。

①　　「自主技術開発時代」の研究開発管理と技術者管理の課題一日本生産性本部・研究開発

　技術者のキャリアと能力開発一　　　　　　　，

　　同書は，「わが国の研究開発は欧米先進国の研究成果を導入し，新製品・新生産システ

　　ムに結びつけていく導入研究開発の時代を終え，自力で研究の種を創り出す自主技術開発

　の時代に移行して来ている」として，ra．投入経営資源（技術者数）の急増が人事管理シ

　ステムの構造転換を求めている，b．研究開発の高度化と分野の再編はこれまでと異なる

　人材ニーズを生み，その採用と育成が重要な課題となる，c．他方縮小を余儀なくされて

　いる既存分野では，技術者の高齢化が進行し，かれらの処遇と育成が重要な課題となる」

　　と指摘している。

②　技術者の生きがいとは何か一村野賢哉

　　同書は，昭和9年に振動学を専攻し東大船舶工学科を卒業後当時の海軍航空技術廠一鉄

　道技術研究所一石川播磨と転身された松平精氏の言葉を引用している。「研究とは未知な

　るものの探究であり，新規なものの創造であり，そのための献身である。これはどんな組

　織でも同じことだ。違うのは，研究開発の目的が経済性を追求するか否かだけである。経

　済性を全く考えない海軍，一応は経済性を追求するが公共の利益が優先する国鉄（当時

　の），利潤をあげるための研究開発に最重点を置く民間企業…」

　　そして，時代は今までの資源活用・消費型の技術からリサイクルや省資源・環境保全に

　力点を置いた技術へと技術・研究の領域は無限であることを伝え，技術者を激励している。

　技術者の活躍領域が今まで同様今後ますます重要となり，とりわけ日本という国の特性つま

り水は豊富であるが化石燃料鉱物資源に乏しいという点からも，基礎的研究，開発応用研究・

技術，生産技術いずれも重要である。こうした点を加味し働きがいのある，日々に忙殺されな

い技術者のための環境づくりや条件整備が求められている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　参考資料一
　国勢調査，学校基本調査，理工系学生の就職動向について一平成元年6月・科学技術庁一，研究開発技術者のキャリアと能力開発
　（’89生産性上級技術者問題研究委員会報告書）一日本生産性本部，技術者の生きがいとは何か一村野賢哉’84年・PHPビジネスラ
　イブラリー，事務，技術，営業・販売職の魅力ある働き方の研究報告書一㈱中部産政研’91．6ほか
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岐阜県関市

インタビューに対応いただいた

日本輸出刃物工業組合

専務理事　三輪　千秋氏

ドイツのゾーリンゲンと

　　　　　　並び立っ大産地に

　岐阜県・関市というと「刃物」で有名であ

る。「関の刃物」というと「関の孫六」・「日

本刀」を連想してしまうが，産業としては現

在ではごく一部であって，実に様々な製品か

ら成り12二っている。例えば，皆さんもよく御

存知の「フェザー」や「貝印」といったブラ

ンドに代表される「理髪用刃物」いわゆるか

みそりの分野では関市は全国の約80％のシェ

アを誇り生産金額は約160億円である。また

「包丁」の生産においても全国のトップの

シェア55％，76億円を生産する。他に「はさ

み」「ナイフ」といった分野でもトヅプシェ

アを占めている。さらには「爪切り・缶切り

・ 栓抜き」の分野でもトップのシェアを占

大阪

包丁

東京

　他
15．4

　　　13，918
　　　　　　　関
　　　百万円
新潟　　　　　549

　24．1

　　理髪用刃物
（かみそり、理容はさみ）

他

7

／

15

20，216

　　　　関百万円

　　　　780

関の刃物製品のシェア（単位％）

　　　　　ナイフ

　　　8，337　　　　　　　　関
大阪　　百万円

　　　　　　　58．623．1

食卓ナイフ，フォーク，

スフー／

　　　はさみ

　　　他
　　129
　　　　　　　関大阪

　　　　　　　　29．311．2

　　　18，682

　　　百万円
新潟

　21．3

爪切り，缶切り，

栓抜き等

埼玉

　9．O

新潟
13．3

　他
14．3

　　　　　関
　14，868　　　　35．7

　百万円
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め，今ではドイツのゾーリンゲンと並び立つ

世界の刃物の一大産地なのである。

山近く　水清く　東西の交通の

　　　　要所が刃物産業の発展に

　関市は岐阜県南部の中央に位置し，小瀬の

鵜飼と清流で名高い長良川の中流部にある。

この地での刃物の歴史は古く，今から780年

前の鎌倉時代に刀匠「元重」がここに移り住

んだことから始まるといわれ，以来，孫六兼
　　シズサブPウカネウン
元，志津三郎兼氏らの有名な刀匠を生み，刀

の産地として栄えてきた。

　ではなぜこの地で発展してきたのか？刀の

原料は砂鉄であるが，この地では産出されな

い。また需要地が近隣に多くあるというわけ

でもない。ただ，刀の生産の工程で炉に使う

松炭や栗炭が入手しやすく，また焼きを入れ

る際刃に塗る焼刃上が取れるといったこと，

それに美濃・関は東西のほぼ中央に位置し，

しかも輸送の為の水運にも恵まれていたと

いったことが挙げられる。しかしどれも決定

的な理由とはいえない。ただ関の刀は，芸術

性の高さに加え，「折れず，曲らず，よく切れ

る」の優れた実用性を誇る名刀として昔から

多くの武将に愛用されてきており，そういっ

機械化が進んだといえ，まだ，人の手もかかる状

況にある。

た伝統が今日までの発展を支えて来たといえ

よう。また，刃物は多品種少量生産であり合

理化しにくい製品といわれ大規模資本が参人

しにくいところも地場産業として生き残って

きた理由の一つではないかと推察される。

武将の刀から紆余曲折を経て

　　　　　　　　世界の刃物産地に

　関では，明治9年「廃刀令」が施行される

と，多くの刀鍛冶職がはさみやナイフ，包

丁，かみそり，爪切りなどの刃物産業に転向

した。幸い，伝統の切れ味の良さからまたた

くまに注文が殺到するようになり近代刃物の

産地として発展した。

　昭和にはいって30年代後半から40年代にか

けて機械化が始まり生産も大きく増え輸出も

飛躍的に伸びた。現在では約21，000余りの多

品種にわたり，平成2年では年間約500億の

刃物を生産し，そのうち約40％を広く海外へ

輸出する世界的な刃物産地とまでなった。

　しかし，近年において順風満帆であったか

というとやはり幾多の試練があったようだ。

　まずオイルショックは，産業の形態が分業

化しており，個々には影響は受けたもののそ

のショックが分散化し，何とか乗り切ること

ができたという。

　問題はその後の円高である。そもそも全体

の約5割が輸出向けであったことが影響をし

た。さらに分業体制のため，下請け業者が転

業・廃業となると，もともと親会社では一貫

生産をしていない為に手の打ち所がないとこ

ろまで追い込まれたという。従って，輸出専

門業者は内需拡大を図って国内向けの製品を

作るなど力向転換を図ろうとしたが，これと

て既存業者のルートに新規で参入することは
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極めて難しかった。そこで「新しい製品分野

で」ということで伸びたのが「ギフト用品分

野」である。読者のなかには何かの記念でこ

の手の品物を手にした経験のある方もおられ

るかとおもうがこういったいきさつがあった

というわけだ。

高齢化が進む中で業界あげて

　　　　　　　　　結束・対処！

　しかし円高以降，減量経営など様々な努力

の結果，ここ数年の内需の好調さも手伝って

最近では堅調に推移し，輸出も持ち直して来

ている様だ。

　ただこの関の刃物産業においても人手の問

題が深刻化しつつある。

　まず，高齢化の問題である。関市で刃物業

に従事するのは3，441人で工業従事者の約2

割にあたる。この平均年齢が何と45歳で年々

拍車がかかってきているのが現状だ。又ほと

んどの事業所が家内工業的な形態であるため

どうしてもf供に頼らざるをえないのだが，

やはり最近の傾向なのか3Kの代表の様な仕

事を嫌い後を継ぎたがらないのだという。

企業規模別事業所数

企業

規模

3　人

以　下

4～

　9

10～

　19

20～

　49

50～

　99

100

人以上

事業

所数
499社 140 34 22 5 3

　また他産業の大規模工場の進出で人手がそ

ちらに流れ，大手でも苦戦を強いられている

という状況である。

　解決策として抜本的な対策があるわけでは

ないが，成り行きにまかせていては産地とし

て生き残って行けないのは口に見えており，

こうした人手の問題に限らず，産業として

個々の企業では解決出来ない問題を共同で対

応していこうということで，最近，業界にあ

る10の組合が集まり「岐阜県関刃物産業連合

会」が結成された。まだまだその効果はこれ

からの活動によるところが大きいが期待され

るところである。

rSEKl」ブランドの浸透を

　今回は関市にある「日本輸出刃物工業組

合」におじゃまをし話をうかがったのである

が，様々な場所で以下のようなマークをみか

けた。

これは個々のブランドで有名な企業も何社か

あるが，なかなか中小のブランドでは浸透が

図れないこともあって，関市で昭和55年に産

地ブランドとして制定したものであるとのこ

とであった。そしてこのブランドは関市で生

産された優れた刃物製品につけられ，品質基

準に合格したものだけに使用が許されている。

産地ブランドという工業製品ではちょっと変

わった趣向であるが，個々の利益の追求だけ

に走らず，産地として共に伸びていこうとす

る関の刃物産業の結束力の強さを見る思いが

した。
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講演要旨

“

女性と労働”パネルディスカッション

女性が生き生きと働くには
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氏（岡山大学経済学部助教授）

氏（（財）女性職業財団愛知事務所所長）

氏（スズキ労連会長）

氏（アイシン精機㈱人材開発部次長）

氏（ユニー㈱脳力開発センターインストラクター）

　このパネルディスカッションは今年の定例研究会の締めくくりとして，コーディネーター脇

坂氏の進行のもとに，パネラーの丹羽氏には女性職業財団の立場と今迄のご経験をもとに行政

の立場で，1杉田氏には生産部門における女性労働者の現状と課題について，水野氏には事務・

技術職における女性の活用について，阪野氏には流通接客サービス部門における女性の活用に

ついて，それぞれのお立場で“女性と労働”のパネルディスカヅション「女性が生き生きと働

くには」のテーVのもとにご発言していただきました。各氏発言内容要旨はおよそ，次のとお

り。

男女雇用機会均等法が施行されて

〈丹　羽〉

1．男女雇用機会均等法が施行され，今年で5年が経過

　その間に募集・採用から配置，昇進・昇格，教育訓練，定年退職に至るまでがどのように

なっていったかを考察してみると経済の好景気と人手不足の中でかなり前進したが個々には問

題があるように思われる。

①　募集・採用について

　この法律によって女子の4大卒の就職先がかなり広がり貢献したのではないかと思われる。

ただ技術系の募集となると大卒，高卒ともに約半分が男子のみという実態である。これは，女

子の就業が禁止されている部分や進学時の学科の選択に由来するものもありいちがいにはいえ

ない。ただ，女性に向って言いたいのは従来から女子がいる所ばかり狙っていてはここのとこ

ろの改善は進まないのではないかと思う。
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②　配　　置

　ここも大変難しいところで，今迄は経理，総務とか販売，工務といった所に女子が多く配置

されていたが，最近は研究開発，営業，企画調査にもかなりの女子が就くようになった。この

ことはただ単なる配置ではなく，男女の賃金政策にもつながっていくと考えるが女性の職域は

もっと広くすべての部門に拡大していいんではないかと思うし，女性自身も受けて立つ覚悟が

必要ではないかという気がする。

③　昇進・昇格

　よく女性の働きやすい職場のバロメーターに女性管理職の数が何人いるかという質問がなさ

れる。これも難しい問題で1985年の頃の労働省の調査では女性に管理職についてもらう意志が

ない会社が沢山ありました。就けても係長どまり。最近はかなり増えてきて部長，課長相当職

もいるが係長相当職が多い。これは女性の勤続年数が非常に短いことにも原因がある。この辺

も女性の方に「継続は力なり」と申し上げたい。

④　教育訓練・福利厚生

　この均等法の適用が5年前の4月でしたので一番最初に該当したのが教育訓練でした。教育

訓練に自衛隊を利用し，女性は入れないという例を聞いた。その後直って来ているが，社内外

の会議・研修には男性の方が多い。制度上は一応進んでいるが，今迄の習慣から午後5時過ぎ

からおこなわれる話もよく聞く。福利厚生面は前からそれ程問題はない。

⑤　定年退職

　労働省でも1977年から5力年計画で男女の定年是正のためよく事業所を回った。当時は結

婚，妊娠，出産，退職制度が沢山あった。今ではそんな規則を書いている所はない。ただ何か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おウその職場に風土，慣行みたいなものがあり居ずらく何となく退めていくというケースはある。

ただ女性には，いつまでも単調，単純作業しか与えないから夢も希望もなく退めるケースもあ

る。

2．家庭生活と職場生活の両立

　最近の若い男性は家庭への関わり方が変ってきている。女の人が共働きするか，専業主婦で

行くかは夫婦間の契約だから決して男が養っていると言ってはいけない。二人が働くとなると

男の方が家庭問題について意識を変えていただかなければならない。家事を手伝うというより

は共に分担するという考えが必要である。「結婚してフルタイムで働いている女性の2組のう

ち1組は離婚を考えている」という男性にとってショヅキングな事もいわれている。均等法が

出来た時にこれは職場だけの問題でなく家庭も社会も変わっていかなければいけないと言って

きた。

3．労働組合の役員や政策決定の場に女性を

連合が2，000年までに女子の組合役員を15％にするという目標設定を出しました。現在，800

一 41一



万人のうち女子組合員が27％いるのに女子執行委員は5％しかいない。イギリスの女子組合役

員29％，フィンランドの女子組合役員43％の数字が載っていた。また女子の活用を「女子の感

性とか特性を生かすこと云々」といわれているがあまり賛成できない。もっと審議会などの政

策決定の場に女性が入っていかなければならない。

生産部門における女性労働者の現状と課題

〈杉　田〉

1．生産部門の女性比率

　スズキの女性の活用については1979年頃2輪車の生産ライン，4輪車の生産ラインの一部に

就いていただいている。現在の従業員は13，500人いる中で，女性比率は9％であり，他メー

カーに比べても女性は多くない。生産のしくみの中では，2輪車部門で21％，4輪車部門で

5％の女性比率になっている。

2．生産ラインでの女性活用

　女性の活用のスタートは1979年頃に本社の2輪車エンジン組立ラインが始まりであり，その

ラインには260名が就業しているが，そのうちの40％が女性労働者でありました。今迄男性中

心であった生産ラインを女性でもこなせる生産ラインのしくみに設備や作業環境などを改善し

た訳です。そしてそのラインはワンシフトで稼働していますが，現在は女子の高卒採用がむつ

かしく雇用情勢もきびしい為に女性比率は少し落ちて31％（2輪車エンジン組立ライン）に

なっている。2輪車全体の女性比率は21％である。一方，4輪車の生産は全体がツーシフトラ

インになっておりますので，女性比率は低く5％である。女性が就いているのは主にエンジン

組立，ミッション組立の一部の工程であり，ワンシフトで生産している。全体が2直体制のた

め女性の就いている工程はスタート時のみ昼勤1回で2回分の組立がまかなえる生産をしてい

る。また女性の職場にするため専用ロッカーやトイレの数を増すことや休憩所などを整備し，

生産ラインも3K職場をなくすなど，明るい雰囲気を作っている。今女性のリーダー育成も大

事な仕事になっている。

3．今後の課題

　女性の活用には働き方の問題として，時間外労働と深夜労働の問題を今の生産のしくみの中

でどのようにしていくかが大事なことである。第2点目は今迄はどちらかと言えば女性には職

場の花的な存在であったものを，即実戦戦力とし活用するかにかかっている。第3点目はM字

型再就職パターンの中で女性の能力をいかに引き出し，企業としてどう使いたいのかというポ

一 42一



リシーをハッキリさせることである。第4点目は育児休業制度ができ，この秋にも介護休業制

度が出来ると思われる中で，やはり色々な部分で自由に選択が出来る，つまり仕事の選択で

あったり，時間の選択が出来るようにすることなどが女性活用の為の課題である。

事務，技術部門の女性の活用について

〈水　野〉

　アイシン精機iには11，365人の従業員がいますがそのうち1，467人（12．9％）が女性でありま

す。

　今日は事務・技術部門の女性の活用に視点を当てて申し上げる。

1，今迄の女性活用施策の状況

　1986年に事務・技術職の皆さんと一L司が話し合って目標設定し，課題に対する達成率を人事

考課に結びつけるチャレンジカードの導入をした。このようにチャレンジ型人事シ反テムへの

転換を開始し，また’87年には本格的な女性事技職の採用を始め職域の拡大をしている。全社で

行った女性の意識調査によると現在の職場に満足しているのが49．5％でその理由を人間関係，

適性，fL事量をあげ，一方不満足であるというのが48．6％でその理由をマンネリ化，性格に合

わない，知識，能力不足を上げている。責任感があり，業務に意欲的にのぞんでいる人14名を

選抜し一般事務職から事技職への職種変換もおこなった。女性の役職者もチャレンジ制度を導

入してから増え始め，現在では，女性係長も22名に達した。’89年には一般事務職にもチャレン

ジカードを導入し，上司との面談の中で，職場を変わるローテーションを希望する者も出てき

て，部門をまたがるローテーションも実施している。’90年度に入り2度目の事技職への職種

変換を3名実施した。また女性が働きやすい環境づくりという面では育児休業制度を’90年4

月から導入し，今迄に8名の利用者がいた。さらに看護休業制度も導入した。

2．今後の課題

　単純な庶務の仕事のみが独立分離しているところに問題がある。ここらあたりを仕事の再設

計をして，仕事自体の組み換えが1つの研究課題ではないかと思っている。また世代替りが

徐々に進み，女性も10％以上いるわけですから労働組合の役員がいてもおかしくなく，その先

をみながらそれに対応する環境を作らなければならないと思っている。
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流通，サービス，接客業における女性の活用

〈阪　野〉

1．女性の職域の拡大について

　流通業というのは昔から女性が多いこともあり，女性への取り組みが早くからおこなわれて

いた。業界の歴史も浅く昭和30年代後半から40年代にかけて伸びてきた。ユニー自体も昭和40

年に2つの会社が合併して出来た会社です。大卒女子の採用も昭和54年より本格的に開始し，

’91年4月現在320名（12．4％）の大卒女子がいます。平均年齢，勤続年数は男35．1才，13．4

年，女23．9才，5．3年と5年前とあまり変らないが勤続年数は男女とも伸びている。人事制度は

等級制度をとっており1等級から8等級までで管理・専門職は6等級からで入社5年目の大卒

と9年目の高卒が受験できます。25才前後で家庭に入る女性が多いので管理・専門職への等級

試験を受ける方は少ない。女性管理専門職者を見てもセールスマネージャー以上の管理職は15

名である。商品部スタッフ以下バイヤーなどの専門職は63名いる。その方の既婚率は約30％

（女性全体で13．5％）である。最近の傾向として新規店舗へ女性管理職の登用がある。女性開

発のスbア・ブランドは藍色を基調とした生活用品と駄菓子屋的な雰囲気のショップ2つがあ

る。女性社員を中心とするシスター活動は，店内教育機関として脳力開発センターが補佐をお

こない，その目的の1つ目は管理職と協同又はその一部の業務を代行する補佐機関，2つ目は

店舗課題実現の推進，3つ目は店舗で最低必要とされる基礎知識，マナー・ルールを定着させ

る為の活動である。

　毎年自己申告制度というものもある。女性の名刺にインストラクターだけ書いているとおた

くは女性と書かないのですかと聞かれた時には驚きました。会社としては，もう今や女性だと

かいう活用の仕方は考えないところに来ている。ただし，女性の活用は中間管理職の方の気持

ちの持ちようで，その人の考え方に左右されることがあります。

2．女性活用の為の人事教育制度

（1）育児休業制度を’90年4月に導入した。適用者は出産し生児を育てる女子社員で復帰後

　も引き続き勤務する意志のあるもの。休業期間は出産後1年間で復職後は休業直前の職場

　に復帰する。今迄に26名が休業取得している。

（2）女子社員再雇用制度を’83年2月に導入した。登録者数は360名で復職者数は21名である。

（3）育児に関して子供が満3才に達するまで，1日最長2時間の育児時間がとれる制度があ

　る。
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3．今後の課題

　若い女性が多い為に育児に関する認識度合が低い。最近名古屋市内のユニーの店で営業時間

を午後8時までにする所が増えている。すると，パート等が遅い時間帯には働きたがらないの

で，どうしても社員が夜遅くまで勤務することになり，生活パターンが一段とずれて気分的な

疲労感が増える。また，これからは，日曜日等にも休暇のとれるローテーション作りを考えて

いかなければいけない。皆んなが割り切って休暇をとるよう意識改革が必要である。

まとめと感想

〈脇　　坂〉

　今日の話の印象は「女性の仕事の領域の拡大」という点で「仕事の組み替え，再設計」がポ

イントだったという気がする。仕事の組み替えでは抜本的な改革が必要であり，庶務の単純な

ルーチィン業務はまさにそうである。また4輪車の生産組立ラインが昼夜2直分の物を女性中

心の昼勤務で作るのも体制を抜本的に変えたことによる。女性の職域拡大を具体化していくと

雑務とか補助的な業務が残るがこれは外注に出さず，仕事の見直しで分散化させることが将来

やりがいある効率的な生産体制が組めることに通じると思う。もう1つは仕事の組み替えによ

り女性の職場が増えれば重要な仕事ほどキャリアの長さが必要である。そこで雇用を継続する

には出産育児の問題で育児休業が必要であり，また1～2才児を扱ってくれる保育所の数が地

域に増えることが必要になる。それから男女自身の意識の問題がある。この点で印象深かった

のは自己申告制度なり，名刺を女性に持たせるという話しは取り組みの遅いところではびっく

りするが，早いところはすでに当然のことと思ってしまっているので，誰かに言われて初めて

気がつく。次に女性が役職者になりたがらない。女性管理職を作るのに苦労した話しなどを参

考にすると，1つの突破口さえ出来れば増えてくるのではないか。ただ永年の人間関係が崩れ

るという報告などはこれから女性リーダーを作るLで貴重なお話であった。

　本稿は，平成3年7月24日に開催した第6回定例研究会“女

性と労働”パネルディスカッションの講演要旨です。内容ご希

望の方は（財）中部産政研までご連絡下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　一文責　事務局一
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産政研だより

（’91年8月1日～10月末までの主な活動）

8月1日　☆第6回産政塾の開催
　　　　　　　　「良き市民企業」が時代のキーワードとしていわれている今口，その問題を

　　　　　　調査研究している木原孝久氏を講師にお招きして，事例研究を中心に講義と塾

　　　　　　生による議論を実施。

8月7日　☆上智大学奥田健二教授，東海大学尾崎憲治講師との意見交換

　　　　　　　民間主要産業における賃金決定機構等労使関係の実証的調査研究の為に来訪

　　　　　　され，梅村理事長らと親しく意見交換。

8月8日 ☆「女性と労働」のピアリンゲ調査

　　　自動車シート部品製造企業へ聞き取り。

8月9日 ☆「女性と労働」アンケート調査結果分析1

　　　コーディネーターの先生と常勤研究員によるアンケート結果の分析実施。

8月20日 ☆「女性と労働」のヒアリング調査

　　　女性ド着大手メーカーへ聞き取り。

8月21日　☆女性と労働のヒアリング調査

　　　　　　　自動車販売会社へ聞き取り。

　　　　　　　都市開発コンサルタント会社へ聞き取り。

8月22日 ☆「女性と労働」アンケート調査結果の分析ll

　　　コーディネーターの先生と常勤研究員による第2回の分析実施。

8月27口 ☆「女性と労働」のヒアリング調査

　　　自動車部品の中堅メーカーへ聞き取り。

8月28日 ☆「女性と労働」のヒアリング調査

　　　自動車製造メーカーへ聞き取り。

8月29日 ☆「女性と労働」のピアリンゲ調査

　　　自動車内装品のメーカーへ聞き取り。

8月30日☆「女性と労働」第5回専門委員会の開催
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アンケート調査分析結果の論議。（第1回）

9月4日

9刀10日

9月12日

☆「女性と労働」のヒアリング調査

　　　放送局へ聞き取り。

☆「女性と労働」のヒァリング調査

　　　放送局へ聞き取り。

☆「女性と労働」のヒアリング調査

　　　臼動車製造メーカーへ聞き取り。

9月26日☆「女性と労働」アンケート調査結果分析皿

　　　　　　　　コーディネーターの先生と常勤研究員による第3回の分析検討会実施。

9月29日　☆若手セミナー第2期産政塾の閉塾式

　　　　　　　全トヨタ労連研修センターつどいの丘にて実施。

10月4日 ☆中産連研究会で南山大村松久良光教授が第2期研究テーマ「事務，技術，

　営業・販売職の魅力ある働き方の研究」と題して発表。

10月8日　☆日本労働研究機構（JlL）主催「平成3年度雇用職業研究会」で講演

　　　　　　　　村井清主任研究員が第2期テーマ「ホワイトカラーの仕事と働きがい」を報告。

　　　　　☆ドイツベルリン国立研究所（wzb）の主任研究員ユルゲンス氏らと意見交換

　　　　　　　　東北大学のシンポジュームに出席のため来日中のDrユルゲンス，　Drデュルケ

　　　　　　　両氏が豊田工大岸田助教授の案内で中部産政研へ立ち寄られた。

10月9日　☆第4回3研究所合同シンポジウムを京都で開催

　　　　　　　　「企業活動の国際化の中で」というテーマでシンポジウムを開催。中部産政

　　　　　　　研からは，金城学院大学山本郁郎教授（中部産政研研究員）が第3期テーマ

　　　　　　　「女性と労働」に関する調査研究の中間まとめ発表を実施。

10月ll日☆「女性と労働」第6回専門委員会の開催

10刀25日　☆第7回理事会・評議員会の開催

　　　　　　　　第3期事業報告・決算報告，平成3年度委託研究契約書，第4期事業大日程

　　　　　　　などの各案件を審議。

　　　　　☆季刊誌「産政研」No．12　AUTOMNEの発行

　　　　　　　　「技術者」を基調にしてNo．12秋号を発行。

　　　　　☆講演会の開催

　　　　　　　　労働評論家芦村庸介氏を講師に「当面する労使の課題」と題して開催。
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一
編集後記

☆本号は技術者を基調に編集した。

　　技術にまつわる話は色々なところでよく聞く。子供心に月まで行けたらと夢にまで思って

　いたことがロケット等の打ち上げで現実のものになり，技術の偉大さを知る。今日，日本が

　これほどにも経済大国になるとは思っていなかった。これも日本の技術革新，抜群のハイテ

　クカによるところが大である。特に日本は商品，製品開発力に勝れている。例えば今までの

　トランジスタラジオ，超LSI，液晶パネル，光ディスクなど次々に成功している。

　　ただこれは長い素地の基礎研究，基礎技術あってのことで，アメリカからの技術ただ乗り

　論がよく指摘される。しかし，技術発展の過程は先進国からの技術模倣から初めて，技術供

　与，技術移転へと行われる。技術ただ乗りと言っても，そこには莫大な特許料などそれ相応

　の対価が支払われる。今日ほどの技術立国日本ともなれば，やはり基礎研究分野の体制が不

　f分と言われるのだろう。

　　昨今，民間の研究所の設，’Zが相次ぎ，そこには，人，物，金が注ぎ込まれているが，一方

　では，公的な研究機関の整備，立遅れが指摘されている。これから充実強化が待たれる分野

　であろう。

☆今回の「技術者」企画で座談会を実施した。基礎研究，製品開発，エネルギーの分野でご活

　躍されている管理職の技術者3人にお集まりいただいた。技術者の魅力，働きがいについて

　話しが弾んだ。さすが部長級の技術者だけあって，こちらのレベルに合わせていただいたの

　か，話しはわかりやすかった。「技術者の魅力，技術者冥利」の話しの時はみなさん目が輝き

　「あるテーマを無から発見したとき」「開発した商晶が世の中に出た時」「環境基準をクリア

　した時」等々，その時の喜び，嬉しさ，満足感をご体験の中から語ってくださった。まさに

　白己実現した時の満足感だろうと思った。

　　「これからの若者，理工系の学生よ，地球環境保全など無数あるテーマは全ての技術の紅

　み合わせによって成し得る。人問の欲望を具体化する第一歩を築くのは全て技術者である。

　これぞ技術者の魅力である」と熱ぼく語ってくださった。

　　日頃接することの少ない部長級の技術者から生の声をお聞きし，大変有意義な座談会で

　あった。
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発　行　人
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